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明 え キ : 


コス チュ ー ム の デザ イン ⑳⑱ 


私 立 青 園 学園 高校 普通 科 に 通 つ 女子 高生 。 
お っ と り し て いて 、 行動 は いつ も の ん びり 。 
私 服 は ロリ ー タ ・ フ ァ ッ ショ ン 系 が 好き で 、 
特に 裾 が ふわ ふわ し た ワン ピ が お 気に入り 。 
髪 を 伸ばし て 、 い ろ ん な へ ヘア スタ イル に ア 
レン ジ す る の も 楽し い 時 間 の ひと つ 。 




















* ご この 設定 に 登場 する 人 物 な ら び に 団体 は 架空 の も の で あり 、 実 在 す る も の と は 異な り ま す 。 





コス チュ ー ム の デザ イン 


私 立 青 園 学園 高校 音楽 科 に 通 つ 女子 高生 。 
不思議 系 少女 で 、 い つも 何 を 考え て いる の 
か が わからない 。 

「 水 の 中 に いる と 無 に な れる 」 と いう 不 思 
議 な 理由 で 水泳 部 に 所 属し て いる 。 

私 服 に 好み は な い が 、 親 友 に いつ も 買い 物 
に 付き 合わ され る の で 、 つ いで に 同じ お 店 
で 自分 の 洋服 を 買っ て いる の だ と か 。 























配色 と デザ イン 


白 ・ 黒 な どの 無 彩 色 以 外 は 有 彩 色 と 呼ば れ 、 色 相 ・ 彩 度 ・ 明 度 と いう 色 の 3 属性 を 持っ て いま す 。 色 相 と は 、 赤 や 青 
な どの 色合い の こと を いい 、 色 相 の 色合い を 虹 の よう に 順序 立て て 、 円 環 上 に 示し た も の が 色 環 で す 。 次 の ペー ジ の 
よう に グラ デー ショ ン で 徐々 に 移り 変わ る 色 で 構成 され ます 。 そ し て それ ら の 人 色 を 参考 に 、 ね らい を 持っ て 組み 合わ 
せる こと を 配色 と いい ます 。 

配色 の 基本 と し て 、「 類 似 し て いる 色 同士 は 調和 する 」「 対 照 の 色 同士 は 調和 する 」 と いう 法則 が あり ます 。 配色 に 困っ 
た と き は 、 こ の 配色 の 基本 に する と いい で し ょ う 。 





る 同じ 線画 で も 、 配 色 が 異な る と 、 与 える 印象 が が ら っ と 変わ り ま す 。 


6) 。 リボ ン 。 0 ン リボ ン 服 C リボ ン 服 














色 環 で 隣 同士 の 色 を 使っ た 配色 色 環 で 120 ~ 150 度 に ある 色 
が 、 隣 接 色 相 配 色 で す 。 こ こ で 同士 で 作る 配色 調和 を 対照 色相 
は 赤 を メイ ン と し た 配色 に な っ 配色 と いい ます 。 明 る く 、 活 発 


て いま す 。 ま た 、 メ イン カラ ー 
の 色調 (トー ン ) が 同じ 淡い 色 
に な っ て いる の で 、 和 柔らか い 印 
象 を 与え ます 。 そ の た め 、 彩 度 
の 高い リボ ン の 赤色 が アク セン 
ト に な っ て 強く 出 て いま す 。 


な 印象 を 与え ます 。 ま た 、 髪 の 
毛 が 黄 色 と い う 明 度 ・ 彩 度 の 高 
い 色 な の で 、 軽 や か な イメ ー ジ 
に な り ま す 。 補色 (180 度 ) 
で の 調和 は 変化 を つけ た いと き 
や 、 お 互い の 色 を 目立た せ た い 
と き に 使う と いい で し ょ う 。 


この 色 に 対し て 


る $ 色目 に つい て 

色目 (いろ め ) と は 、 日 本 の 着物 の 伝統 的 な 色 の 組み 合わ せ を いい ます 。 中 で も 、 着 物 の 表 と 裏 や 上 下 の 色 の 組み 合 
わせ の こと を 「 か さ ね 」 と いい ます 。 平安 時 代 の 貴族 た ち は 、 色 目 の コ ー デ ィ ネ ー ト で 中 季 や 自然 を 表し て いま し た 。 
色目 は 、 男 女 の 違い や 身分 、 季 節 に よっ て 、 い ろ い ろ な 組み 合わ せ が あ り ま す 。 ま た 、 木 々 や 草花 を イメ ー ジ し た 独 
自 の 名 前 が つけ られ て いま す 。 

和服 の イラ スト を 描く と き は 、 色 目 を 参考 し た 配色 が 映え ます 。 ま た 、 現 代 の 洋服 の 着こなし に も 応用 で きる の で 、 

参考 に し て みて くだ さい 。 





春 を イメ ー ジ し た 色目 「 藤 」 秋 を イメ ー ジ し た 色目 「 紫 苑 」 冬 を イメ ー ジ し た 色目 「 雪 の 下 」 


カゲ 色 を 作る コツ 


それ で は 、 次 に カゲ 色 の 効果 に つい て 見 て み ま し ょ う 。 

赤 ・ 青 ・ 黄 の 3 色 の 服 に カゲ 色 を つけ て 、 比較 し て み ま す 。 今 回 は 、 グ レー と 紫 の 中 間 色 を カゲ 色 に 選び 、 乗算 レイ ヤー 
で カゲ を 重ね まし た 。 単純 に グレ ー を 重ね る と 、 も と の 明る い 色 の 鮮やか さ が 落 ち て し まう の で す が 、 こ の イラ スト 
の 場合 は 、 バ ラン ス よ く カ ゲ 色 を 作り 出し て いま す 。 





カゲ 色 の み だ と 左 
図 の よう に な っ て 
いま す 。 それぞれ 
の 基調 の 色 に な じ 
むように 、 カ ゲ 色 
も 少し ずつ 色 を 変 
えて いま す (リボ 


\ 


> はじめ に 
ーー 「 コ スチ ュー ム 」 は 萌え キャ ラ の か ら だ の 一 部 で す - 一 一 


本 書 シ リー ズ の 既刊 『 顔 ・ か ら だ 編 ]」 で 解説 し た か わい い 顔 と 、 か ら だ の 基本 が 描 
ける よう に な っ て も 、 そ れ で は まだ 「 萌 え キ ャ ラク ター」| と し て 完全 で は あり ませ ん 。 

本 書 で は 、「 コ スチ ュー ム は どう や っ て 着 て いる の か 」| か ら 「 実 際 の コス チュ ー ム 
の 描き 方 ]] そ し て 「 オ リ ジ ナ ルコ スチ ュー ム を 作る た め の ポ イン ト 」 な ど 、 コ スチ ュー 
ム に 関す る 事象 を 網羅 し まし た 。 一 冊 を 通し て 読む と 、 女 の 子 の コス チュ ー ム を 上 手 
に 描く こと が 、 萌 え キ ャ ラク ター を 上 手 に 描く コツ で ある こと が お わか り い た だ ける 
の で は な いか と 思い ます 。 


本 書 は 、6 章 に よっ て 構成 し て いま す 。 


第 1 章 は 「 お 着 堆 を ] か ら コ スチ ュー ム の 構造 を つか み ま す 。 

第 2 章 は コス チュ ー ム の 「 シ ワ 」 の 基本 的 な 描き 方 を 学び ます 。 

第 3 章 で は 、「 シ ワ 」 の 描き 方 を いろ いろ な 服 に 応用 し て 、 た くさ ん の コス チュ ー 
ム を みて いき ます 。 コ スチ ュー ム に 合わ せ た ポ ー ズ も 紹介 し て いる の で 、 体 を 描く 参 
考 に も な る と 思い ます 。 

第 4 章 で は 、「 髪 」] に つい て 解説 し ます 。 へ アス タイ ル は ファ ッ シ ョ ン を 考え る う 
え で 欠か せな い ポ イン ト で あり 、 コ スチ ュー ム と セッ ト で 考え て 描く こと を お すす め 
も ます 。 

9 第 5 章 で は オリ ジ ナ ルキ ャ ラク ター を 作る と き 、 萌 え の 要 素 を きわ だ た せる 「 変 身 」 
人 キャ ラク ター を 取り 上 げ 、「 変 身 」 し た あと の ギャ ッ プ を 描き 分 ける ポイ ント を 解説 
まま る 

第 6 章 で は 、 こ こま で 解説 し て きた 要素 を 取り 入れ た オリ ジ ナ ルイ ラス ト を 描く た 
め の テ クニ カル な アド バイ ス を 萌え 絵師 の カラ ー イ ラス ト で 紹介 し ます 。 イ ラス ト の 
こだわ りや 萌え ポイ ント な ど を 読む と 、1 枚 の イラ スト に 込め られ た 技法 の 奥深 さき を 
感じ られ る で し ょ う 。 


@ 萌え キャ ラク ター を 上 手 く 描け る よう に な り た い 方 、 コ スチ ュー ム の 資料 を 探し て 
き いた と いう 方 、 た くさ ん の 萌え 絵 を 見 た いと いう 方 に も 、 本 書 が その 目的 に 適う も の 
と な れ ば 幸い で す 。 


萌え キャ ラク ター の 描き 方 コス チュ ー ム 編 
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第 1 章 _ 千 
お 着替え か ぁ s コ スチ ュー ム を 学 ほ つう! 


まず は 、 コ スチ ュー ム の 描き 方 を 学ぶ 前 に 、 女 の 子 の お 着替え を 見 て いき まし ょ う 。 メ イド 服 、 着 物 、 
水着 、 季 節 ご と の ファ ッ シ ョ ン ……… それ ぞ れ 、 ど うい うふ うに 着 て いる の か 、 ど ん な 種類 の 服 が ある 
の か …… 女の子 の コス チュ ー ム は 複雑 で 多様 で す 。 





萌え コス チュ ー ム の 代表 と いえ ば 、 な ん と いっ て も メイ ド 
服 ! で も 、 メ イド 服 が 実際 どの よう な パー ツ で 、 ど うい 
3 うふ うに 着 て いる の か を 知ら な いと 、 絵 に し た と き に 不 自 
、 人 然 に な り が ち で す 。 そ こ で 、 メ イド 服 へ の お 着替え タイ ム 
ーー を 覗い て み ま し ょ う 。 メ イド 服 の 構造 も 理解 で きる は ず で 


“SD す ! 


』 . キ ャ ミソ ー ル を 着 ます 


キャ ミソ ー ル 以外 に タン クト ッ プ や 
スリ ッ プ の 場合 も あり ます 。 
\ 





タン クト ッ プ 





ボニー ポッ ゴブ 








。 靴下 を は きま す 


WW W 

1 長い か ら は く の が 大 変 。 | 
こす か れい ! へ | 
ww デ * . 白 ニ ー ハ イ 9 





黒 タ イツ 





イ , ブ ラウ ス を 着 ま す 
ロリ ー タ 系 







この 場合 は ガー 
ター リン グ で す 。 


| 









ぶら 下げ 型 も あり ます ! \ 
補 (えり ) いろ いろ 
チョ イス 


wa 


IEEEHIIE た 


TILLIII 3 


デリ - 
ジェ ドロ ワー ズ で も OK ! 
ドロ ワー ズ と は 、 か ぼ 
ちゃ パン ツ の よう な 形 
を し た 下着 で す 。 着 用 
目的 は パニエ と 似 た よ 
うな も の で す が 、 は き 
や すく 動き や すい の で 
オス ス メ ! 


ご 。 パニ エ を は きま す 
パニ エ と は スカ ー ト を ふく ら 
ませ る た め の 硬 い 素材 で で き 
た も の で す 。 


レー ス に な っ て いる 場合 
も あり ます 。 








「 ワン ピー ス を 着 ま す : カ フス ボタ ン を 






大 体 後ろ に ファ スナ ー が 留め ます 
つい て いて 、 下 か ら 上 に 結構 難し い 。 






閉め て いき ます 。 







スカ ー ト は ボリ ュー 
7 ム 大 で 、 動 く と ふわ 
ふわ 揺れ ます 。 
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リボ ン を 着け ます _- 









後ろ か ら 見 る と こ 
ん な 感じ 。 リ ボン 
間 が ね じ れ な いよ う 
> に きち ん と 結ぶ の 


背中 の ヒモ は クロ ス 


し て 着 ま す 。 最 後 は 
リボ ン 結 び で す 。 


パニ エエ の 裾 (すそ ) が 見 えま す 。 







へ 
4 


J 夏 型 を いじ り ま す 








髪型 を 先 に いじ る と 、 服 を 
着替え を た あと 、 へ アセ ッ ト 
が くず れ て し まう か ら 。 


カチ ュー ジ 琴 界 


オプ ショ ン ( 笑 ) 


近世 ヨー ロッ パ 風 の 帽子 
タイ プ も 意外 と 人 気 。 





あま り ご ちゃ ご ちゃ 
飾り の な い シ ンプ ブル 
で ロン グ な メイ ド 服 。 





丈 は 床 に つく か つか 
な いか くら い 。 
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着物 も 女の子 の コス チュ ー ム で は 欠か せま せん 。 浴衣 に 裕 
に …… 彰 え 要 素 は た くさ ん 詰まっ て いま す 。 実際 に は 、 着 
物 の 着 つけ に は すご く 時 間 も 手 間 も か か り ま す 。 こ こ で は 、 
簡単 に 着物 の 着 つ け を 解説 し て いき ます 。 着物 の 女の子 を 
描く と き に 、 参 考 に し て も ら え れ ば と 思い ます 。 












ブラ ジャ ー は な し 。 着 け て 
| 生 いる と 着 つ け に くく 、 時 間 
| が 経つ と 痛く な り ま す ! 








/ 実際 の 着物 の 長 さ は この くら いで す 。 
1 : 下 着 を 着 ま す 







「 足袋 を は きま す 。 


18 バン ティ は ん 』 ーー 駿 


OK。 











裾 よ け の 着け 方 ① 右 を 入れ て 
か ら … 
② 左 を の せま す 。 
ヒモ を きゅっと 
7 結び ます 。 


くる ぶし か ら 5~6cm 上 に 
裾 線 を 決め ます 。 





ンズ ヽ 
WW 肌 柱 社 (は だ じゅ ば ん ) を 着 ます 。 
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直上 ワ 
氷 シ 
分 ピ 
か | 
れ 
Ns タタ 
a \ タ 
下 前 上 前 と も に 裾 を 引っ ぱ を 4 
る よう に し て バス トト ッ プ 
を し っ か り 包 み 込 み ま す 。 4 
後ろ は こん な 
に 着物 や 長 福神 か ら 
# 見 えな いよ うに 、 : 悦 


4 し っ かり 下 へ 。 


1 


ン . 長 福 祥 (な が じゅ ば ん ) を 着 ま す 





、 長 福神 の 補 に は 
半 補 が 入っ て い 







上 前 


背中 中 心 の 縫い 目 が 体 
の 真ん中 に くる よう に 
羽織 り ま す 。 





? 右手 で 上 前 を 持ち 、 長 補 祥 の 脇 の す き 間 ( 身 八 
つ 口 ・ み や つく ち ) か ら 左 手 を 入れ て 、 下 前 を 
引い て 整え ます 。 







胸元 は ノド の くぼみ 
あたり で 交差 。 


伊達 締め (だ て じ め ) を 巻き ます 


20 し ヒモ の 上 段 は アン 」 
ダー バス ト の 位置 。 / 
下段 は 少し 下 に 下げ 
て 結び ます 。 


長 福神 の 胸 ヒ モ の 上 を 押 AS 
さえ る よう に 、 伊 達 締め 
を し っ か り 結 び ま す 。 


伊達 締め 
首 と 宰 の 間 (衣紋 ) は 
と ぶし 1 つ 入 る くら い 
抜き ます 。 






| 着物 を 着 ます 





| 着物 の 下 を 整え ます 。 レレ 様 先 を し っ か り 持 っ て 着物 を 
の 持ち 上 げ 、 腰 か ら 下 を きっ ち 
り と 沿わ せま す 。 


裾 の あま り は 折り 
返し 15cm く らい 





上 前 を 右 脇 ま で 持っ て き て 、 裾 の 高 さ を 保つ た 
まま 上 前 の 重なる 感じ を 確認 。 







お は し ょ り 

長い 着物 を 着る と き 
は 、 こ の よう に 腰 の 
あたり で 着物 を た く 
レ 上 げ ま す 。 そ の 上 
か ら 帯 を 締め る よう 


な 
て 着物 の 上 を 整え ます 。 


i 
EN 4 ぬい sti 







リ 身 八 つ ロ が ある の で 、 
手 を 入れ て 着物 を 整 
完 ま あ 。 


次 に 補 を 整え ます 。 半 
補 が 見 えな いよ うに 。 


お くみ 線 が 上 下 合わ せ て 
1 本 に な れ ば OK。 
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度 伊達 締め を 
し っ か り と 締め ます 。 





ち も う 人 





3 
5 膨 和 


ーー 
條 惣 完 ! 


て 


胸 ヒ モ を 長 福神 の と き と 同 じ よ う ! 


結び ます 。 


ど 


ご 。 帯 を 締め ます 


|「。 着物 完了 


回 
セ 
提 
X 
ー 回 
ー 縮 





② 符 を は いて 、 で き 上 が り 。 / 






帯 は 浴衣 用 の 帯 
「 半 幅 帯 (は ん 
は ば お び )」 


@ 浴 衣 を 着 ます 。 ③ 帯 (半幅 帯 ) を 結ん で 


着 つけ 方 は 前 
述 と 同じ 。 






ビー チサン ダル 。 
花 が つい た も の が \ 
か わい いで す 。 







試着 室 か ら 。 今 年 は どん な 
水着 に し よう か な ? 
/ 


2 ツ ビ ピー デス] 
水着 の 上 部 分 と 下部 分 が ひと つ 
な ぎ に な っ て いる も の 。 可 愛 ら 
し さ を ア ピー ル で きま す ! 


【 タ ン キ ニ 】 
タン クト ッ プ 十 ビ キ ニ の 略 。 あ まり 水 
着 っ ぽく な いか ら 、 肌 を 隠し た いと き 
や 体型 に 自信 が な いと き は オス ス メ 。 





背中 が 空い て る と 、 
色っぽ い ! 





夏 と いえ ば は 海 ! と いう こと で 、 水 着 の 試着 を し て いる 女の子 が どの 水着 を 
買お うか 悩ん で いる 様子 。 水 着 に は いろ いろ 種類 が あっ て 、 見 た 目 も 、 形 も 、 
栖 も さま ざま で す 。 自 分 に 似合う 水着 を 決め た ら 、 サ ンダ ル や 髪型 も 合わ せ 
な けれ ば いけ ませ ん 。 


















【 ホ ルター ネッ ク 】 
首 の 後ろ で ヒモ の 先 を 結び 、 水 着 
の を 吊っ て いる タイ プ 。 


育 面 


NN 【 ピ ビキニ 】 

上 下 に 分 か れ て いる タ リボ ン で 結ん で ある 
イブ の 水着 攻 、 フェミ ニッ 9 
露出 度 は も っ と も 高い ! メー ジ で す 。 

9 が セク シー まく / 
びれ も 見 せ や すい 。 
つ 


たこ 









アァ ン ン > 


ヒモ の 部 分 が 
肌 に くい 込ん 
で いま す ! 





パレ オ 。 
水着 の 上 に 着用 する 腰 衣 。 太 朋 を 隠 
せ た り 大 人 っ ぽい 雰囲気 に な り ま す 。 


スカ ー トビ キ ニ 。 
アン ダー が スカ ー ト 状 に な っ て いる 
ビキニ バ パンツ 。 キ ュー ト な 感じ 1 
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女の子 は 春 夏秋 冬 、 季 節 に 合わ せ て ファ ッ シ ョ ン を 変え ま 
す 。 流行 に も 敏感 で 、 い つも オシ ャ レセ ン サ ー を は り 巡 ら 
せ て いま す 。 こ こ で は 、 そ の コー ディ ネー ト の 一 例 を 紹介 
し ます 。 季節 感 の ある イラ スト を 描く と き は 意識 し て みる 
どい COGI し よう 









まき ” 『 
春 ほ 始ま り の 季節 、 と いう こと で 、 さ わ や か な 服 や 柔らか い 感じ の 服 が 
似合い ます 。 今回 は キャ ミソ ー ル に ワン ピー ス 。 ま だ 少し 寒さ が 残っ て 
いる の で 、 上 か ら カ ー デ ィ ガ ン を 羽織 り ま す 。 色 は 白 や ピン ク 、 パ ステ 
ルカ ラー な ど を チョ イス する と ふん わり と 、 優 し い 印象 に な り ま す 。 


26 | 
苦 は "動き や すく 、 涼 や か な 格好 が いい で し ょ う 。 上 に は キャ 


ミソ ー ル 、 下 に は ミニ ズボン や ミニ スカ ー ト な ど 、 全 体 的 に 肌 
の 露出 は 高め で 、 靴 下 を は か ず に サン ダル や ミュ ー ル な ど を は 
きま す 。 へ ヘア スタ イル も 、 ま と め た り 結 ん だ り し て 、 軽 や か な 








ホル ター ネッ ク 


ミニ ズボン ホッ ト パ ン ツ 


ミニ スカ ー ト マイ クロ ミニ 


| 印象 に し まし ょ う 。 ( 
( ( ロ 頑 古人 (が 
2 トッ 2 まこ ペン 。 
キャ ミソ ー ル 2 (A ) 





i i 
LIL | 
引 ほ 反対 に 、 落 ち 着い た コー ディ ネー ト が 好ま れ ま す 。 タ ー ト ル 









oe69E 上 に ジャ ン パ ー ヌ 孝三 ト 、 下 は 慌 ギ ンス と いつ た よう に 、 
露出 度 も 控え め に し て いま す 。 へ アスタ イル も コス チュ ー ム に 合わ 
せ て 、 お と な し め の ア レン ジ に し ます 。 ア クセ ント に 帽子 や 髪 飾り 


A 


な ど を 着け る の も オス ス メ で す 。 


ニッ ト 帆 キャ スケ ッ ト 


ITEI EAI 


だ まき まさ WI 


(LN 
ば “防寒 第 一 ! と いう こと で 、 で きる だ け 温 か 
い 格 好 に し まし ょ う 。 素肌 を 見 せる 部 分 は 控え て 、 
ファ ー や マフ ラー、 タ イツ や ブー ツ な ど で 防 寒 し ま 
す 。 ニ ッ ト や 毛皮 の 帽子 を か ぶっ て 、 全 身 ふ わ ふ わ 
で 可愛 らし い コ ー デ ィ ネ ー ト で す 。 


マフ ラー 


ババ シャ ツ a 
毛糸 パン ツ 
トコ 
レギ ンス 手袋 








2 


‘“ WW 
レ \ ツ \ ツ / い ン ヤ マツ 寝る 前 や 起き た 直後 の 素 の 眠 そ うな 姿 は 、 微 笑 ま し く な る 
よう な か わい さ を 持っ て いま す 。 そ ん な 女の子 の 魅力 を 引 


バー テイ | き 立て る た め に 、 パ ジャ マ も か わい いも の を 描き まし ょ う 。 
@ ンコ 





「 | | 
lo! V 
eC NC 
a sg EE ーー 3 


第 2 章 1 
コス チュ ー ム を 描く 基本 


コス チュ ー ム の 基本 は 「 シ ワ 」 で す 。 シ ワ を 上 手 く 描け る よう に な る こと で 、 服 に 立体 感 や 質感 を 持 
た せる こと が で きま す 。 こ こ で は 、 基 本 的 な シワ の 描き 方 に つい て 解説 し て いき ます 。 ま た 、 萌 え キ ャ 
ラ に 欠か せな い お 和 肉 の 「 ぷ に ぷに 感 」 を 作り 出す た め の 衣 服 の 「 くい込み ] も 欠か せま せん 。 





シワ の 指 き 方 の 拓本 


シワ の 種類 は 、 大 きく 分 け て 2 つ あ ぁ ありま す 。 
周 | と 「 引 っ ぱり ジワ 」 で す 。 
折れ ジワ 引っ ぱり ジワ 


衣服 が 折れ 曲がっ た と き に で きる シワ で す 。 腕 や 足 な ど 服 の 重み に 引っ つば られ た り 、 体 を 動か すこ と で 衣服 が 
を 曲げ た と き に 、 曲 げた 内 側 に で きる シワ も これ で す 。 引っ ば ぱら れ て で きる シワ で す 。 







a / で 囲ん だ 部 分 は 、 関 節 に よる 
| / 強い 「 折 れ ジ ワ 」 で す 。 


ーー 請 議 
( め 肘 の 内 側 、 膝 の 内 側 、 
30 \ ぐ < 族 が 折れ た 部 分 に は 、 
強い 折れ ジワ が で き 

224 ) ます 。 


レグ 





上 
\ 引っ ぱり ジワ 






引っ ぱり ジワ 






引っ ぱり ジワ 


引っ ぱり ジワ 





ーーーー こ ー ミ ーー ニーーーーー ビ ーーー 








薄手 の 服  。 
前 に 


厚手 の 服 


腰 が 曲がっ た と き の シ ワ 


< RE es 
BA Nt : 
ee 
A の S 
布 の 厚み 


長め の 裾 が 足 の 甲 に か ぶさ り 、 
甲 を 上 げた と き に 足首 の 位置 に 











足 の つけ 根 に 厚み の 


ある シワ が で きま す 。 


折れ ジワ が で きま す 。 
: で 囲ん だ 部 分 は 、 
折れ ジワ が で きる 


ど と 2 


V の 字 に 曲がっ た 内 側 に 布 の 厚み を 
挟ん だ シワ が で きま す 。 


て 布地 の 薄い 、 厚 い に か か わら ず 、 
この 部 分 に 強い シワ が で きま す 。 


後ろ 側 に 折れ ジワ が で き 


厚手 の 服 





プリ ー ツ スカ ー ト の 「 折 れ ジ ワ 」 の 描き 方 


スカ ー ト 基本 形 
スカ ー ト に 折れ し ゃ が お 
ジワ が で きま す 。 







。 ン 裾 が 引っ ぱら れる 







の で 、 ス カー ト は Na 
お 尻 に ビッ タリ 張 S ん / 
持ち 上 げ ら れ 、 ざ 
プリ ー ツ が 開 ™ ; 
きま す 。 ” お 尻 の 出 っ ば ぱり に 
沿っ て 、 ス トン と 
落ち ます 。 
折れ ジワ が プリ ー 
ツ の 開き の 根元 に 
な り ま す 。 
プリ ーッ > 
開く 方 向 - 
懇 の 上 EE N、 
の プリ ー / く < Na RN 
ツ も サイ ド バ 
820 に 引っ は られ へ へ い スカ ー ト の サイ ド 部 
る た め 、 プ リー 分 の プリ ー ツ が 扇 の へ へ ヽ | 


ツ が 開い て 用 の 上 に ピッ タ よう に 開き ます 。 
リ 張 りつ きま す 。 


朋 開き の プリ ー ツ の 形 は 三角 
形 で す . 裾 部 の 幅 は 表 の プ 
りー ジン /or ま 











プリ ー ツ の 重なり 
折れ ジワ を 起点 に 
し て 、 プ リー ツ は 


折れ ジワ AS NN 
NN 開き ます 。 


ーー 

* 、 だ ニー 
A さ ド こ 
折り 込ま れ た プリ ー お 尻 側 は 開き が 少な く 、 腹 の 頂点 付近 


0 
/ 3 2 の 開き が 大 きく な り ます 。 
0 表 に 出 て きま す 。 


の ) お 尻 か ら 腹 に 向け て 扇 を 
開く イメ ー ジ で す 。 


扇 が 開く よう に プリ ー ツ が 開き ます 。 





スカ ー ト の めく り が 大 き 。 / めく れ の 開き が 大 きい ほど 、 
く な る ほど プリ ー ツ の 開 開き の プリ ー ツ が 表 に 出 て き 
き は 広がり ます 。 めく り 上 げ 


足 を 前 に 出し た と き の 










スカ ー ト の 大 ま か な 広 が り 
と プリ ー ツ の 基本 線 を 入れ 





ます 。 

めく れ の 大 き さ に よっ て 、 開 
き の プ リー ツ の 出 方 を 調節 し 
まし ょ う 。 







| 


めく り 上 が っ た 裾 部 
分 は 開き の プリ ー ツ 
| が 表 に 出 ます 。 





SN ーー ノン 持ち 上 が っ た 祖 に 開き の 
NN ーー プリ ー ツ が 出 て きま す 。 
























Yr 
引っ ぱり ジワ a 


腕 を 挙 ける シワ は 服 の 輪郭 線 より 


細く 描き ます 。 
脇の下 か ら 肘 


強い 折れ ジワ は 
太め の 線 で 





首 か ら 脇 の 下 
脇の下 に 引っ 


ば られ ます 。 折れ ジワ か ら 肘 





es 


ウエ スト か ら 胸 を 
影響 され ます 。 包む よう に シワ が 
入る イメ ー ジ で す 。 


股 か ら 膝 N 
シワ の 先端 は 胸 の 

膨らみ の 頂点 で 止 
まま す 。 







脇の下 に 引っ 


股 か ら 膝 ば ぱり ジワ 


谷間 か ら 胸 の 丸み に 
沿っ て 外側 へ 






正中 線 
胸 の 谷間 は 正中 線 を 通り ます 。 











お 尻 か ら 膝 を 包む よう に ト I 
シワ が 入る イメ ー ジ で す 。 |、 つけ 根 か ら 膝 に 
向かう 引っ ぱり 
ジワ で す 。 


向かう 引っ ぱ バ 
り リ ジ ワ が で き 
ます 。 


ひね り の 引っ ぱり ジワ 







脇の下 に 
引っ ぱり 
ジウ 


胸 の 出 っ ぱ り に 
引 つ かけ られ 、 
引っ ぱら れ て い 
る 感じ で す 。 



































スカ ー ト の 丸み に 股 の 間 に 向 。 足 の 丸み に 沿っ 
ひね り と シワ の 関係 で 88 
ひね り ーー へ ひね り 
(TT) 
SMR の R // / 
AU / ル 4 
> 
と AINNN > 35 
ひね る 方 向 に プ 
リー ツ が ね じ れ 
ます 。 固定 固定 





正中 線 の アタ リ を 入れ る と 、 ひ ね り 
具合 の イメ ー ジ が し や すい で す 。 


ジ 
背中 の 正中 線 は 「 背 骨 」 を イメ ー 
ジ す る と わか りや すい で す 。 





衣服 の 締め つけ と 際 の くい 込み 


衣服 と 肉体 の 際 (キワ ) が 大 事 ! 





衣服 の 締め つけ る 部 分 が 肉体 に くい 込む こと が あり ます 。 こ の 「 く い 込 み 」 を 描く と 、 ぷ に っ と 
し た 肉体 の 系 ら か さ を 表 現 で きま す 。 






体 の 部 分 に : : が 付い 
て いる の は 「 く いひ い 込 
み 」 の 箇所 で す 。 


アー ムカ バー 
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オー バー ニー ソック ス 





衣服 と 肉体 の 「 際 (キワ )」 を 
丁寧 に 描く こと が 、 女 の 子 を 
肉感 的 に 描く ポイ ント で す 。 





衣服 に よる 肉感 表現 は 萌え ポイ ント オー バー ニー ソック ス だ け で な く 、 ど ん な 丈 
の ソック ス で も 「 く い 込 み ]」 が で きま す 。 太 
も も や ふく ら は ぎ な どの 柔らか い 所 が 強い 「 く 

へ い 込 み 」 に な り ます 。 













メイ ド の コス プレ で よく 見 か ける 
オー バー ニー ゾック ス を は いて いる くい 込み 無し くい 込み 有り 
タイ ジジ で す 。 

オー バー ニー ソック ス の 締め つけ で 
太もも に 「 く い 込 み ] が で きま す 。 






際 の くい 込み 








「 く い 込 み 」 を つけ る と 、 絶 対 領域 に 肉感 が 出 
ます 。 こ の ちょ っ と し た こと が 「 萌 え ポ イン ト ] 
くい 込み クス の 間 に あ る 、 肌 が 見 える に な り ま す 。 
7 部 分 を 「 絶 対 領域 ] こ いい ます 。 


2 wl 





ファ ンタ ジー 物 に よく 





(up 0 出 て くる よう な 腕 の ペ 


ルト と 硬め の アー ムカ 
ファ ンタ ジー 物 に よく 出 て くる よう な 
アー ムカ バー 





くい 込み 足 に 着け る ナイ フ ホ 
ル ダ ー な ど 、 ベ ルト 
が 太もも に くい 込み 
ます 


くい 込み 


肉体 の くい 込み を 描く と ベル ト や 
アー ムカ バー の 硬い 質感 が 表現 で 
きま す 。 ま た 、 硬 いも の で 締め つ 
ける こと に より 、 肉 体 の 柔らか い 
質感 も 表現 で きる の で す 。 
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露出 度 の 高い 衣服 の 場合 


ブル マー 


ソック ス の くい 
込み を 忘れ ず に 。 


スク ー ル 水着 


旧型 
昭和 の 終わ り 頃 まで の タイ プ で 、 
特徴 と し て スカ ー ト が あり ます 。 
な ぜ が 漫画 や アニ メ に 多く 登場 し 
ます 。 


矢印 は 「 く い 
込み 」 の 箇所 
で す 。 


ブル マー は 、 お 尻 と 太もも の ライ ン を 強調 する 衣 
服 な の で 、「 くい込み 」 を 丁寧 に 描く こと で 萌え 
ポイ ント が 上 が り ま す 。 


/ 
} 


で 





新型 ーー 1 旧型 
現在 、 学 校 指定 の ほとん ど が ん 
/ 主 
7 







と の タイ プ で す 。 ス カー ト が 
あり ませ ん 。 






ビキニ ww、 ビキニ の 下 に サイ ド の = 


—、 ご に M 
// も 矢印 は lg スト ラッ プ が 通る 袋 が ア / | い も 


2 | 箇所 で す 。 あり ます 。 、 


AN TT 4 0 
\ | (「」 


NN 
い 


ル ララ 



























くい 込 





首 の 後ろ で 結ば れ て 
いる スト ラッ プ が 首 
に 引っ ば ぱ ば られ ま す 。 


ヒモ の スト ラッ 
プ を 結ぶ タイ プ 
で す 。 強 い 「 く 
い 込 み ] が で き 
ます 。 
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ブラ ジャ ー の サイ ド ベ ルト と 
ショ ー ツ は 締め つけ が 強い の 
/ で 、 き つめ に くい 込み ます 。 


デフ ォ ル メ デフ ォ ル メキ ャ ラク ター (いわ ゆる ミニ キャ ラ ) を 描く 


キャ ラク ター の 合 、 コス チュ ー ム は どの よう に 紅く の で し ょ うか ? 
ここ で は 、 ミ ニキ ャ ラ の コス チュ ー ム を 描く ポイ > 
コス チュ ー ム ① 衣 培 し ます 。 | 
〇 細かい 模 様 や 装飾 は 省く 


顔 が デフ ォ ル メ さ れ て いる の と 同じ よう に 、 コ スチ ュー ム も デ 
フォ ル メ し まし ょ う 。 形 や デザ イン は その まま に 簡略 化し て いき 
ます 。 


〇 アク セン ト に な る も の は 大 きく 描く 
キャ ラ の 個性 に な る 部 分 に つい て は 、 逆 に 大 き さ を 誇張 し て 描き 
まし ょ う 。 リ ボン や 髪 和 飾り な ど が そう で す 。 






デフ ォ ル メ の 場合 、 服 の シワ も で 
きる だ け 省 略し 、 シ ンプ ブル に し ま 
す 。 髪 も 大 きめ の 房 で 描き まし ょ う 。 








[シリ 」 の 基本 が 描け る よう に な っ た ら 、 実 際 に いろ いろ な コス チュ ー ム を 描い て み ま し ょ う 。 ま ず 
は 王道 ・ 学 園 モ ノ の 制服 と 部 活 。 そ し て 、 私 服 や アル バイ ト で 着る コス チュ ー ム 。 こ こ で は その 一 端 
を 紹介 し ます の で 、 描 きた い キ ャ ラク ター や イラ スト に 応じ て 、 コ スチ ュー ム を 合わ せ て 描い て み ま 
本 ヴ ッ も 








— シャ ツ よ り は 硬め の 布地 で 作ら れ て いま す 。 シ ワ も 真っ 直ぐ 
セー ラー 服 (夏服 ) { の GO GAM ジ ツ っ 邊 くつ 








プリ ー ツ スカ ー ト 。 
プリ ー ツ は 基本 的 に 
24 本 が 多い で す 。 





TH 


プリ ー ツ の 折り が 同じ 方 向 で す 。 プリ ー ツ の 折り が 左右 対称 。 
プリ ー ツ の 向き が 後ろ に 向かい ます 。 


上 着 は 丈 が 短い の で 、 手 を 挙 
げ る と 上 着 が 引っ つば られ て 、 
脇腹 が チラ リ と 見 えま す 。 








体 を 反 ら し 、 腰 を く 
ね ら せ る こと で 、S 
字 ラ イン の 「 し な ] 
が で きま す 。 









し ゃ が むこ と で プリ ー ツ が 
広がり ます 。 上 着 の 裾 が 持 
きち 上 が り 、 イ 
ン ナ ー が チラ 
リ と 見 えま す 。 






肩 の 丸み を 意識 し た 
引っ ぱり ジワ シワ が 通り ます 。 
/ / 
VAY 
スク ー ル バッ グ な 4 
ど 、 学校 物 の 小道 | \ \ ーー 








具 を 扱う こと で 、 

学生 らし さ が 表 現 \、\ 
で きま す 。 いい 
を 分 ける イメ ー ジ で す 。 







ふく らん だ 袖 の パー ツ N、 My Y 


スカ ー ト が 服 に 上 げ ら れ で て 
引っ ぱら れ て いる の で 、 折 
り 込ま れ て いた プリ ー ツ が 
表 に 出 て 開き ます 。 


セー ラー 服 を 3: 夏服 より も 、 布 地 が 厚手 で す 。 


正面 


ee 


( = 







2~ 3 本 の ライ ン 


スカ ー ト の 中 心 線 の 延長 上 
に 消失 点 を 決め て 放射 状 に 


/ | | 、 、\ プリ ー ツ を 描き ます 。 
| 1 MM 
8 章 和 昌 


LU 
















様 元 に フッ ク が 
あり ます 。 着 る 
と き に 閉じ ます 。 


プリ ー ツ の 谷間 に 
ファ スナ ー が あり ま 


セー ラー 服 ( 冬 服 ) ポー ズ 


Kk 
テー 引っ ぱり ジワ 長袖 の 場合 は 、 脇 、 肘 、 手 首 に 脇の下 
肘 手首 に 向かう 「 引 っ ぱり ジワ 」 が で きま す 


els EE グー ( 肩 は 「 折 れ ジワ 」 で す )。 
:。 = 
脇 ーー 


腕 が 引っ ぱる カ 















アン 
肘 に 引っ ぱら れ て 「 引 っ / た 
ば り ジ ワ 」 が で きま す 。 






あご か ら 地 面 に 向かっ て 垂 
直 に 下り た 「 重 心 線 」 が 左 
右 の 足 の 間 に 入 っ て いれ ば 、 
どん な ボー ズ で も 人 物 は 倒 
れ ま せん 。 


ググ 膝 は 胸 の 高 さ に 


gy レザ ー セー ラー 服 よ り る も 布地 が 厚い で す 。 背 広 を 描く イメ ー ジ に 近い で す 。 
正面 ci 








細い リボ ン 2 
RD 
*\ ツ 









幅 の 広い リボ ン も 
あり ます 。 
ポケ ッ ト 
時 。 
/ ト 1 LM ニン 
RK | HN 袖口 に 
Kb 、 P の ボタ ン 
AY NY 
スカ ー ト は ブ 7 
レザー より は 長い の で 
和紀 、 スカ ー ト の 上 
人 の 折 で 持て 側が 隠れ る よ 
46| ヒラ ヒラ 感 を A 


ボ 出 し まし ょ う 。 


校章 が つく 場合 も 
あり ます 。 


ヲ レ ザー ドコ ポー スズ プレ ザー は セー ラー 服 よ り 布 地 が 厚い の で 、 厚 ふみ の ある シワ が で きま す 。 


肘 を 頂点 に し 
て 引っ ぱる カ 
が 生ま れ ま す 。 





X 
プリ ー ツ が お 尻 で つぶ され て いま す 。 


= 3 問 2 いい ポロ シャ ツ は 布地 が 薄く 柔らか い の で 、 曲 線 的 で 柔らか 
制服 ・ 夏 (ポロシャツ) い シ ワ が で きま す 。 


正面 








ーー 
Vl I 
Ea 






> 脇の下 か ら 首 の 後ろ 
に 向かう シワ が で き 
最近 の アニ メ で は 胸 ます 。 
の 谷間 に シワ を 入れ 
た り 、 胸 の 下 側 に こ 
の よう な カゲ を 入れ 
服 の 中 に 胸 の 丸み が 
ある こと を 意識 し て 、 
シワ を 入れ ます 。 


ウエ スト か ら 胸 を 
包む お よう に シワ が 
で きま す 。 


谷間 の シワ 





ポ 各 シャ ツ ッ ド ポーズ ” ポロ シャ ツ は 和 柔らか い 布 地 な 
の で 、 和 柔らか い 曲線 で シワ を 
入れ まし ょ う 。 














ウエ スト か ら の 
ジウ 


肌 に ピッ タリ 





ウエ スト か ら 
胸 へ の シワ 


















45 ペー ジ と 同じ 理由 
で 、 無理 の な い ボ ポー 
ズ か が 確かめる コツ は 、 
あご か ら 垂 直 に 下ろ 
し た 重心 線 が 左右 の 
間 に 入っ て いれ ば OK。 


PS 
ウエ スト か ら 胸 を 包む 
よう に シワ が で きま す 。 


前 か が み に 「 く 」 の 字 に 折 
れ て いる と ころ か ら プ リー 
ツ が 開き ます 。 


胸 の 丸み を 意識 し ま ー ず * 
ek の 、 


ウエ スト か ら の シワ 


NN 


制服 ・ 夏 (ブラ ウス ) 






裾 は スカ ー ト の 
内 側 に 入れ ます 。 











上 に ベス ト を 着る 
と と も あり ます 。 
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ブラ ウス を スカ ー ト の 
外 に 出し た パタ ー ン 着く ず し た 状態 で す 。 
ボロ シャ ツ よ り も 

シャ ー プ な 曲線 の 
シワ が 入り ます 。 


ブラ ウス を スカ ー ト の 
中 に 入れ る の で 、 絞 っ 
た 形 の シワ が で きま 


足 を 広げ る と 、 プ リー ツ が 服 に 
寄っ て いき 、 サ イド の プリ ー ツ が 
開き ます 。 








ーー 


ee 
Ea 
ーー で ーー や) 足 の ふく ら み 








丈 の 短い ブラ ウス は スカ ー ト の 外 に 
出し ます 。 


放課後 な ど で ち ょ っ と 
着く ず し た 感じ で す 。 


リド 生 6c だ さだ た 0】 人間 は 条 ら か く 厚 み が あ る の で 、 シ ワ も 厚め に つけ ます 。 










人 


HL UN 
NN NEED 
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1 ! 
| 
PY 
た N 
細い 
了 に 6 | 
則 
1 






ペイ ント に な り ます 。 No 
SN < 


ジン 


袖 を 握る と 、 萌 え ポ し 





| 胸 の 丸み が ある 
こと を 意識 し て 
シワ を 入れ ます 。 


ー 


ン ) 布地 の 質感 は セー ター【 





市 服 ・ 笠 (カー ディ ガ 


福 と 袖 は ほぼ 





同じ 高 さ で す 。 


こ 絞 る 。 


/ | 腕 を 内 側 









足 を 出す と 、 体 に 「 ひ ね り 」 の 引っ 


走る ポー ズ の よう に 左右 交互 に 手 時 
ば ぱり ジワ が で きま す 。 






| し ポケ ッ ト へ の 
引っ ぱり ジワ 







(Me 


右腕 が 引っ ぱる カ 






ひね り の 引っ 
ば ぱり ジワ 






股 に 入り 込ん を で いく プリ ー ツ 

















の 重 さ を か け 
カー ディ ガン 
の 裾 を 下げ ま 
すず 


スカ ー ト の ふく ら み に 沿っ て プ 
リー ツ を 完成 形 の よう に 描き 足 
し ます 。 







カー ディ ガン は 裾 が 長い 
の で 、 気 を つけ て 描か な / 
いと 「 胴 長 ] に な っ て し }! 
|| まい ます 。 カ ー デ ィ ガ ン 

で 隠れ て いる 腰 や スカ ー 
| ト を 意識 し て 裾 の 位置 を 
| 調節 し まし ょ う 。 












a ーー 
服 の 左右 の 合 | 
わせ 目 お よび 
第 1 ボタン は 
胸 の 頂点 の 位 ーー 
置 で す 。 、 





カー ディ ガン の 裾 で 
スカ ー ト が 隠さ れ て 
いる の で 、 見 える 部 
分 は 半分 くら いで す 。 


カー ディ ガン の 裾 は 、 下 
ろ し た 腕 の 袖口 と ほぼ 同 
じ 位置 に な り ま す 。 

セー ター で も 同様 で す 。 


制服 ・ きき コー 謗 】 フレ ザー より も 厚い 布地 で す 。 






WP 作 
スク ー ル コー ト と 


NA 
し て 多く 使わ れ て “4 
いま す 。 








コー ト は 布地 
が 厚い の で 、 
体 の ライ ン よ 


ie り ふ っ くら と 厚手 の ウー ル で タダ 
置 で す 。 し た 感じ で 描 ブル 前 で す 。 


> きま し ょ う 。 


袖 よ り ち ょ っ と 福 \ 


x 
の 丈 が 長い で す 。 丈 が 長い の で 


スカ ー ト は 裾 が 
少し だ け 見 える 
くら いで す 。 


a 


NN プ 








コー ト ・ ポ ー ズ 布地 が 厚い の で 、 シ ワ 




















は 少な めで す 。 ダブ ル の 合わ せ の 描き 方 

~~ ピー コー ト 正中 線 ーー 

4 袖 の 厚み を ーー に < イ 1 プ 

和夫 / 間 NM 接 の 高 さ を Y 大 き な 接 の 
| | mk 正中 線 と 様 の 内 OR 

wi うえ ます 。 側が 交わ る と と 

Na ろ の 高 さ に 補 の 一 

YY ーー 外側 が ふく ら み ボタ ン 
3 a ます 。 

ブフ 


正中 線 

左右 の ボタ 
ン の 真ん中 
を 通り ます 。 





カッ ト の くい 込 胸 の 頂点 か ら 袖口 を 
の 3 等 分 し て 、 ボ タン 
り も 上 で す 。 を 描き 込み ます 。 57 





マフ ラー 巻き 方 いろ いろ 


首 の まわ り を 2 回 巻 2 つ折 り し た マフ 
いて 輪 の 中 に マフ ラー の 輪 の 中 に マフ 
ラー の 端 を 通し ます 。 ラー の 端 を 通し ます 。 





マフ ラー の 端 を ネクタイ の よう に 
引っ ぱり 出し ます 。 





輸 を ひね る と 、 ま た 違っ た 印象 に 
な り ま す 。 


体操 服 実際 の 学校 で は ブル マ は 減り 、 短 パン が 主流 に な っ て いま す 。 





ブル マ は 縮まる 力 が 
強い の で 、 く びれ が 
で きま す 。 


お 尻 の 描き 方 







お 尻 の 形 は 、1 対 1 の 正方 形 
の 中 に ある 「 逆 さ ハ ー ト マー i 
ク 」 が 基本 で す 。 





お 尻 の 丸み に 沿っ て お 尻 を 包 
み 込 むように 描き まし よう 。 


スク ー ル 水着 


スク ー ル 水着 は 、 ほ と ん ど 
体 の ライ ン に ピッ タリ つき 
ます 。 衣服 の 締め つけ が あ 
る の で 、 肌 と 衣類 の 際 ( キ 
ワ ) に 「 く い 込 み ] が で き 
ます % 


・ 昭 和 後 期 ま で の 

デザ イン 
萌え イラ スト で よく 見 られ る 正面 
に スカ ー ト つき の タイ プ で す が 、 
この タイ プ は 実は 昭和 60 年 ぐら 
いま で の も の で 、 以 後 リ ニュ ー ア 
ル さ れ て いま す 。 


4 
4 


- IN 
UN イイ 


/ 
・ 現 在 
大 き な 特 徴 と し 


て は スカ ー ト の 
部 分 が な く な っ 













(, | J 


メー が 詩 ヒ モ も ズレ 落ち な い 
(NA | よう c ク ロス の 形 に エ 


肩 甲 骨 が 見 える 


夫 さ れ て いま す 。 






ぐら い 開 いて い 
ます 。 


スカ ー ト に な っ て い 
る の は 前 だ け で 、 後 
ろ は な っ て いま せん 。 





| し! 









て いま す 。  / 









「 お 尻 直 し 」 
指 で お 尻 部 分 の 水着 
/ の ポジ ショ ン を 直し 
/\ ます 。 











S 字 ライ ン で ボー ズ に 
「 し な 」 を 作り ます 。 






旧型 
ブー ル か ら 上 が る 


重心 に 注意 し て S 字 
ライ ン を 作り ます 。 





人 、4 
I 
重心 線 は 左右 の 足 の 
間 に 入 れ ま す 。 
と 
NN 
















寝そべっ て いる ボー ズ は 、 地 面 の パー ス の 
アタ リ を と る と 、 描 きやすい で す 。 ざ 


ーー 






3 グ / 


4 
(7 ク 
0 


/ 


V へ 










現在 は 革 の カバ パン より も 、 
この よう な ナイ ロン 製 の ス 
1 


クー ル バ ッ グ が 主流 と な っ | 
て いま す 。 ) きた は i 
し A ーー 





ヒモ の 部 分 は グレ ー 


ボディ は 紺 、 ま た は 黒 で す 。 


及 





脱い だ 分 が 縮ん で 折れ | 
ジワ が で きま す 。 ンー 









ハイ ソック ス 
(ニー ソック ス ) 
(ニー ハイ ) 
ひざ 下 ま で の 丈 の 靴 
下 で す 。 / 
白 だ け で な く 、 黒 や ^ 
紺 な どい ろ い ろ あ り 
ます 。 人 を * 





ソック ス を 縮め て 先端 」 | 
部 分 を 残し ます 。 " 


つま 先 に 引っ か け て 縮め た 部 
分 を 伸ばす よう に ソック ス を 
上 げ て いき ます 。 膝 ( ニ ー) 丈 の 靴下 な の で ニー 
ハイ (ソック ス ) と 呼び ます 。 


膝 (ニー) より 上 (オー バー) の 丈 
の 靴下 で す 。 

この タイ プ の 靴下 を 「 ニ ー ハ イ ( ソ ッ 
、 理 クス )」 と 呼ぶ 人 が 多く 、 間 違っ た 
プ 呼び 方 が 一 般 的 に な っ て し まい まし 
3 だ 


a - 
引っ ジン ラン アァ 2 
の 
デー 引っ ぱり ジワ が 脱ぎ 捨て 7 | No 
つま 先 で きま す 。 ーー ーー | SE 
ピッ タリ 本 W So 汗 (オー バ と も 呼ぶ ) 






か か と の 丸み の ( Clomsd \ 


形 が 残り ます 。 リレー クセ が 残り ます 。 





Se 


眼鏡 ・ 腕 章 ・ 校 章 / \ \ 袖 に 校章 の ピン バッ チ が 
( J へい す 。 






ee つき ま 
生徒 会 と いう 役職 柄 、 真 面目 な 感じ 
に 描き ます 。 


横長 の フレ ー ム は キリ ッ と 真面目 な 感じ に 
見 えま す 。 





64 
アン ダー リム (レン ズ の 下 側 だ け フ レー ム ) の 
| 眼鏡 を か ける と 、 個 性 的 に 見 えま す 。 







野球 部 の マネ ー ジ ャ ー 基本 的 に 体操 着 を 着用 し ます 。 
ーー 


マネ ー ジ ャ ー の 仕事 に は ボー 
ル 運 び や ユ ニ フ ォ ー ム の 洗濯 
な ど が あり ます 。 





SW 
Ne 


TT 
\ 


NO RU Na 
試合 で ベン チ 入 りす る  . WNW 
と き は 、 制 服 に 野球 帽 。 |./ MM wewezaz 
を 着用 し ます 。 K 


(| 記録 し ます 。 
»N 





バス ク グ 部 
ーー は 基本 , 


的 に 男子 と 変わ り ま 
せん 。 










側面 に ライ ン 


TE 


4 ヽ | Ny 
NN RA HI 
Ns 丈 が 長め の 短パン 


バス ケッ トシ ュー ズ に 


背面 に ナン バー が 
つい た タイ プ の ユ 





テニ ス 避 軒 還 2 人 8 
部 活 で は 上 下 白 の スタ ん / まま N し 
イル が 多い よ う 3 で すず 5 \ ER 


プリ ー ツ の な い 
スカ ー ト の 場合 
も あり ます 。 


スト ロー ク 


応援 団 (チア リー ダー) 





タン クト ッ プ 型 で 、 
袖 は つき ませ ん 。 


手足 を 思い っ 切り 伸ばし 、 ア クシ ョ ン を 
大 きく 見 せま す 。 手足 の ライ ン を し な や 
か に し て 、 硬 く な ら な いよ うに 。 


了 ゆ が け 

鹿 の 皮 で で き て ます 。 

ミツ ガケ タイ プ 

3 本 の 指 が カバ ー 
され ます 。 





















弦 を 引 つ か ける 
溝 が あり ます 。 





重心 は 体 の 中 心 を 
貫く よう に 。 

「 過 喋 ] と いう グロ ー ブ を 
じ ま 。 








差し 指 は 前 に 


申 ば し ます 。 
弓道 衣 
裕 
弓道 の 裕 は 「 馬 乗り 裕 ] 女子 は 胸 当 て を 
と いっ て ズボン 型 で す 。 着け ます 
キュ ロッ トス カー ト に 近 9 re 


いで す 。 












NN 
女子 は 帯 の 結び 目 / HD 
が 裕 の 内 側 に 隠れ 帯 は 裕 の 後 側 の 
て いま す 。 中 に 入れ て 結び 
足 の 開き は 約 60° ます 。 
反対 の 側面 も 帯 
oe が 裕 の 後 側 の 中 
5 に 入り ます 。 
白 足袋 









足 を 開く と プリ ー ツ 
が 開き ます 。 


弓道 は 裸足 で や っ 
は いけ な いと いう 
ルー ル が あり ます 。 


冬 は 弓道 着 の 下 に 
黒 の シャ ツ を 着る 
こと も あり ます 。 








少し 厚み の ある 生地 
な の で 、 シ ワ も ふん 
わり とら 捕 男 ます 。 





柔道 着 の 内 側 に 体操 服 か 
T シ ャ ツ 


ML 





女子 の 常 は 、 真 ん 中 に 
白 ラ イン が あり ます 。 


オー ケス トラ 部 


学生 の オー ケス トラ 部 
は 制服 が 正装 で す 。 





い Y 


パフ スリ ー ブ ド レス 
肩 部 分 が ちょ うち ん 袖 に 
な っ て いる ドレ ス で す 。 


演劇 部 演目 : ロミ オ と ジュ リエ ッ ト 


学生 が 作っ た も の や 、 そ れ っ ぽ い 服 を 買っ た り 
し た も の な の で 、 当 時 の 服装 や 正式 な も の と は 
違い ます 。 胸 の 頂点 の ライ 
ン か ら ベ ルト に 
向かっ て 、 引 っ 
ば ぱり ジワ が で き 
ます 。 














ベル ト で 締め られ 
て いる 部 分 は ギャ 
ザー (くい 込み の 
ある 絞り ジワ ) が 
入り ます 。 


パフ スリ ー ブ 





の 構造 】 
袖 の ふく ら み は | 
イチ ゴ 形 の イ WVU 
が 縫い つけ 
0 て あり 、 袖 
に ギャ ザー 
が 入り ます 。 


腕 が 下がっ て いる カ で 、 9 の 
肩 部 分 の ギャ ザー は 下 
に 引っ ぱら れ ま す 。 


袖 の ふく ら み の 


の 中 に レー ス が 






つて いま す 。 腕 の 中 心 線 

絞る 腰 と 足 が あ る こと を 

36 に 、。 意識 し て 、 ズ ボン の 

Sa 裾 を ふっ くら と させ 

た アタ ! * s 

i oe た アタ リ を と り ま す 
い 形 の ズボン 


て いる よう に 。 


腰 の 最大 幅 


ギャ ザー の 房 が 垂れ 

















ふく らん で いる 袖 の 
中 に 、 肩 が 入っ て い 
る こと を 意識 し ま 
じ よ う 3 


) 
ル へ 限 の 最大 幅 ま 
で 服 が 密着 し 
| て 、 そ こ か ら 
| 下 ヘ ストン と 
落ち る 感じ で 
す 。 


ec 袖 の ふく ら み の 最大 幅 









袖 の ふく ら み は 立体 な の で 、 


円 柱 の 理論 と 同じ く 、 ギャ ザー 
の 幅 は 正面 ほど 広く 、 外 周 に 
いく ほど 狭く な り ま す 。 


か ぼ ち ゃ の よう 
な ギャ ザー を 入 
れ ま す 。 








三角 巾 の 両端 
結び ます 。 ム 


N 
> 4 







、 A 
>. の 
< ズバ 


| 2 





7 















着物 と 福神 の 裕 (えり ) を 
ピッ タリ 合わ せま す 。 


袖 つけ 線 は 肩 と 
肘 の 中 間 に 。 


お は し ょ り 
着物 を 折り 返 
し 、 下 る ろ し た 
部 分 で す 。 


左側 の 裕 は 、 お 〇 の 部 分 の 線 
は し ょ り で は こ ご は 同じ も の で 
の 位置 に つなが つなが っ て い 
り ま す 。 まま ( の 5 


下 に 行く ほど 裾 


が す ほ ぼ み ます 。 この 線 は 「 継 ぎ 目 」 


な の で 開き ませ ん 。 


| 裾 は 左右 が ク 
ロス する よう 
こ 合 わせ ます 。 










, i) 
/ Be リク 後ろ で は 帯締め は 
1 本 に な り ま す 。 

スグ / が が 


帯 枕 (クッ ショ ン ) 
帯 枕 を 包ん だ 


一 般 的 な 常 の oe 
結び 方 ニス ボー ル 1 個 分 の 


/ ン 
\ すき 間 を 開け ます 。 (2 か 
(PN 
1 記 










MI1 
“I | | 
bb 










: 1 
帯揚げ (レー リ ドン ュ ニ ーー デン 
( 帯 枕 を 包ん で い に 3 NN 因 
ます ) | 
1 テラ 
[お 太鼓 」 1 
と いい ます 。 
So 脇腹 で 帯締め の 余 
お は し ょ り り を 引っ か け ま す 
( 右 脇腹 も 同様 )。 
帯揚げ を 結ん で 帯 の 内 側 に 
し まい ます 。 
大 
ん | 
6 巻い て 差し 込ん 


Ww で あり ます 。 








着物 ・ ポ ー ズ 
福 視 の 失 は 着物 の 
様 の 後ろ うか ら は み 


出し ませ ん 。 






















| 茶 先 (ちゃ せん ) 
茶碗 の 中 の 抹茶 を これ で 
か き 混 ぜ ま す 。 


茶 交 (ちゃ し ゃ く ) 
これ で 抹茶 を と り 、 
茶碗 に 入れ ます 。 


福神 の 宙 は 耳より 後ろ に 
は 出 な いよ うに し ます 。 







中 ーーーー ぞ 腕 が 入っ て いる ご 
と を 意識 し て 据 を の 
柄 的 (ひし ゃ く ) 描き まし ょ う 。 』 d ° 
釜 か ら お 湯 を と る 
と き に 使い ます 。 
す ぼ み 
抹茶 が 入っ て ます 。 


帯 枕 を 包ん だ 
帯揚げ 
帯揚げ を 前 で 結び 、 帯 の 内 
側 に し まい ます 。 


帯締め の 端 を 


引っ つか け ま す 。 
帯 か ら 下 の 着物 の 合わ せ 目 


は 、 一 本 線 に な り ま す 。 


NC 


上 着 と スカ ー ト が つなが っ て いる 
衣服 で す 。 





スカ ー ト 部 は ヒラ ヒラ と ふわ ふわ に 描 
きま し ょ う 。 


フリ ル が 多い ドレ ス に さ N 
NA タイ プ の ワン ピ ( NN 

NN \ ルル ペペ 
) NO ン ガ 4 N 
| | \ 

- 0 NT 
ー ぃ 詳 N、 \ 
0 6 マ 

/ に 





Vee = 


デ ed oie ME 
ビッ クタ 0UEI レ た クイ トキ ニー る は く 導 』 


と 、 走 の ライ ン が キレ イ に 見 えま す 。 


前 ポケ ッ ト の 縁 に 鉄 が 
あり ます 。 














腰 の 部 分 の シワ の 描き 方 
腰 の 外側 に 向 か 


の ac う 「 引 っ ぱり ジ 
足 の つけ 根 に / グ - 1 ワ 」 が でき ます 。 
厚み の ある も | 腰 の 丸み を 意識 


| 
「 折 れ ジ ワ 」 a | し て シワ を つけ 


| \、 が あり ます . | まし ょ う 。 
V / A | | | 











2 \ 
ia | " 生 電 足 が 左 右 に 開 
| 蜂の巣 状 の | | LN < と 、 股 か ら 
「 折 れ ジワ ] | 放射 状 に 足 の 
"本 重 ( 外側 や 膝 に 向 
| ニニ ーー | か っ て 「 引 っ 
i | アン ば ぱり ジワ 」 が 
| に ーー | NN へ 、、 で きま す 。 
| a | 5 < 
| | | | ' (| | 
ニー ヒ に Q ! | ) / 
x、 へ WW 月 , 
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| 。 | | 
| 1 | 
側面 に 縫い 目 | | 1 | 


が あり ます 。 








凍え キャ ラ に は 全 ゎ な V 1 

いか も し れ ま せん が 、 
ロー ライ ズ に ダメ ー ジ 
ジー ンズ 。 





ピッ タリ し た ジー ンズ を 
は く と 、 お 尻 が パン ッ と 
は っ た よう に な り ま す 。 


お 尻 の 形 は ハー ト 
マー ク を ひっ くり 返 
し た よう な イメ ー ジ 
で す 。 


膝 の 裏 は 、 蜂 の 巣 状 
に 「 折 れ ジ ワ 」 が で 
きま す 。 







女性 の 場合 は 、、 ジ ー ン ズ が 体 の ライ ン に 
ピッ タリ と 。 布地 が 厚い の で 、 シ ワ が 厚 
み の あ る も の に な り ま す 。 






SS 


厚み の ある 
折れ ジワ 、 | 


重心 線 
し ゃ が ん で も 重心 線 が ( 電 
左右 の 足 の 間 に あ れ ば に ーー ラグ 
コケ ませ ん 。 





ジー ンズ は 、 お 尻 の ライ ン を パン ! と 強調 する の で 、 お 尻 の ライ ン が どれ だ け 
丁寧 に 描 り る か で 、 で き 映 え に 差 が 出 ます 。 


1 


正中 線 








1 対 1 の 正方 形 の 中 に 、 
逆さ ハー トマ ー ク を 描 


きま す 。 背中 の 正中 線 と お 尻 の 


SN ae 正中 線 を 合わ せま す 。 


足 を 描き 足し ます 。 





女性 らし い 柔 ら か さや 華やか さ を 強 調 し た ファ ッ シ ョ ン で 
す 。 シ ルク の ワン ピー ス や スカ ー ト 、 フ リル や ドレ ー プ な 
ど 、 ヒ ラ ヒ ラ し た お 嬢 様 っ ぽい イメ ー ジ で す 。 













コサージュ ェ ュ 
( 花 の 形 の 
アク セ サ リ ー) 








ブレ スレ ッ ト 


NS 
2 段 重ね の スカ ー ト // 


内 側 の スカ ー ト ン ター 
外側 、 シ ー ス ルー 






ヒラ ヒラ 、 ふ わ ふ わが フェ ミニ ン 系 の 
イメ ー ジ で す 。 












キャ ル 系 な ウェ ー ブ 







萌え キャ ラ で は あま り 


w【 キ か いく に 
見 か け な い タイ プ か も a) 


メロ ロン ロ 5GSU り 上 ト ーー 
バン ド 代 わり 彰 


マス カラ や アイ ライ ン で 目 の 輪郭 を 濃く 
し ます , 唇 を 意識 させ る よう に 軽く 厚み 
を 入れ ます 。 メ イク が 大 人 な の で 、 目 の 
位置 を 低め に し て 「 子 ども 顔 」 で 描け ば 、 
萌え キャ ラ っ ぱく な り そ う で す 。 





ヒモ が 多い ミュ ー ル 





ネイ ル 。 足 の 爪 に も あり ます 。 


厚底 ロン グ ブ ー ツ 


ラメ 入り 
冬 は 寒く て も ミニ スカ ー ト で 
す 。 足 は オー バー ニー ソック 
ス や ロン グ ブ ー ツ で 覆い ます 。 





頭 身 が 高め だ と 、 大 人 っ ぽく 
な っ て し まう の で 、 頭 身 を 低 

め に し て 萌え キャ ラ っ ぽく す 
ご る 方 法 も あり ます 。 
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フリ ル や リボ ン が 多い 、 メ ヌメ ル ヘン チッ 
ク な ファ ッ シ ョ ン で す 。 自 や ピン ク な 
ど 、 普 い 明る い 色 が 基調 で す 。 








[ WM 「 
AM 


NO 









は SU 











| : i 
a いい 
CC a バ 
%/ 4 い ll 
6 。 レー ス 、 ss 
タイ ツ 
リボ ン つ き 一 * ぁ 宮 ] (2 
う , 





に i ド ドレ ス 

ゴス ロリ と は 、 ゴ シッ クエ ロリ ー 
タタ の 略称 で す 。 
レー ス や フリ ル が 多く 、 ク ラ シ ッ 
ンー "1 ヘッ ドド レス を 頭 に か ぶせ て 、 ヒ モ を 
昌和 あご の 下 に 結ん で 固定 し ます 。 
ド N、 肌 の 露出 は 極め て 少な いで す 。 


1 














(⑳9 ブレ スレ ッ ト 


の 
ゴス ロリ の アク セ サ リ ー は 十字 架 、 薔 薇 、 8 
媒 な どの モチ ー フ を 基調 と し て 、 退 訂 的 /| 
な ムー ド を 演出 し ます 。 












フチ は レー ス で す 。 
レー ス の 折り 込み 









あご の 下 で ヒモ を 
結び ます 。 


a 
民 て 
9 
Y 


7 
袖 留 め 


レー ス の リス ト 
バン ド で す 。 


リラ 
め う 
2 


大 き な リ ボン の 






/ 
| 


リボ ン で 手首 に ヾ 、。 
固定 し ます 。 


フリ ル は カー テン 状 の 黒 が 基調 
布 が 根元 で 固定 され て 
いる イメ ー ジ で す 。 


ES 7 な ん ちゃ っ て レー ス 

花びら を 意識 し た 段々 に 

の の アベ か こく 2 に 
| Se 2 2 no 
の ライ レン ーー RR ER 
レー ス は 花びら が 基本 に 二 重 三重 と 段 
に な っ て いま す 。 線 を 飛ば し 気味 に 描 

く と 、 軽 さと 華やか さ が 出 ます 。 


リア メア た 0 由 え キャ ラ に な り に くい の で 、 子 ども 顔 か ら メ イク させ た ほう が いい で し ょ う 。 


黒 の レザ ー を 基調 に 、 鉄 入り の ア 
クセ サリ ー を 身 に 着け ます 。 












ン ン ジ 
メイ ク で 目 の 輸 
- 郭 や まつ 毛 を 濃 


く 描き ます 。 







リス トバ ンド 』 


ご つい ベル ト 
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頭 身 数 を 低く し て 、 ス ー パ ー デ フォ ル メ に 
し て みた ら 萌 え キ ャ ラ っ ぽく な る か も 。 


活発 さ を 演出 する 帽子 
















ボー イッ シュ 


その 名 の と お り 、 少 年 の よ 
うな 服装 で す 。 
女性 らし さ を 前 面 に 出す 
「 マ ェ ミ ニン 系 | と は 反対 
に 、 男 っ ぽ さ を 前 面 に 出す 
| マニ ッシュ 系 | と も 呼ば 
695 


少年 らし さ を 出す レー パー 
ショ ー ト カッ ト 







メン ズ タ イ プ の ジャ ケッ ト や パン ツ 
な の で 、 キ リッ と し た スタ イリ ング 
を 作り ます 。 






胸 を 小さ め に 描く と 、 
「 ボ ー イ ッシュ 」 は 「 マ ニッ シュ 系 」 少年 らし さ が 出 ます 。 
の 中 の 、 「 少 年 タイ プ ] の ファ ッ シ ョ 
ジン ジ で すず 3 


スカ ー ト は は か ず 、 細 身 の 
パン ツ ス タイ ル 


女の子 らし い 服 の まま で は で き な い 
アク ショ ン も 可能 で す 。 


普通 な ら で き な い だ ら 
し な い 足 の くず し 方 も 、 
ボー イッ シュ な ら 様 に 
な り ま す 。 


隆 吸 :| 国 ボー イッ シュ の 反対 で ガー リッ シュ (少女 的 ) な 感じ で 描き ます 。 





























ZN 
(OO) 。.、 部 屋 着 
外出 着 (OR 3 ラフ な ワン ピー ス 
N 下 に タン クト ッ プ 


軽 め の パー カー 


冷房 対策 
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装飾 的 な サン ダル 


パー カー は 布地 自体 は 薄い で 
す が 、 ワ ン ピ ー ス より は 厚み 
が ある の で 、 シ ワ の 線 は 柔 ら 
か い 曲 線 で 描き ます 。 


ミス ポ ボイン に 
フリ ル や スカ ー ト の ヒラ ヒラ の 描き 方 


スカ ー ト の ビラ ヒラ は ・ 
-[Q (オメ ガ ) カー ブ 」 で 1 


る 


6 
ANN 


2 0 カー ブ の 上 に スカ ー ト の 
と ノ ひ だ の 線 を 入れ ます 。 






ウエ スト な ど 絞 っ た 部 
分 に は ギャ ザー (絞っ 
た シワ ) を 入れ ます 。 


ギャ ザー が な いと 
間延び し た 感じ に 
な っ て し まい ます 。 


薄 地 の 服 は 細か い 
シャ ー プ な シワ が 
多め に 入り ます 。 


布地 が 薄い の で 、 ス トン 
と 落と し た 感じ で 。 






絞っ て 留め られ て い 


い 
2 
る の で 、 ア クセ ント 


る 








LS 
7 


PS 
VC 








り ま す 。 
シワ は スカ ー ト の 
輸 郭 線 よ り も 細く 
描き ます 。 


シワ は シャ ー プ 
な 曲線 で 







布 の 厚み を / | | 
出す シワ / 

フリ ル は スカ ー 
ト の 角度 より 外 
側 に 開き ます 。 


"ラリ ル の ヒラ ヒラ ば *・ 


Ta き g mg 





TT 


本 2 
L 導 さま す 。 根元 か ら ギ ャ ザー を 入れ ます 。 


ZS 















S 字 ライ ン の 上 
半分 は 、 正 中 線 


3 ーー 左右 の 足 の 間 に 重 
" ベベ 心 線 が きま す 。 
、 1 も 人 ハード 
| Wy 
§ 
\ た だ 立っ て いる だ け だ と 
(0 棒 立 ち に な っ て 面白 味 が 
VZ な い の で 、S 字 ライ ン の 【 
ん ニン 「 し な 」 を 作っ て 女の子 っ : 


7 レッ ぼ い 柔らか さ を 表現 し ま 
/ / ンー グ レ よ う 。 
FN 4 ノ 
sz 


それ ほど 
夏 の 私 服 





オシ ャ レ じ ゃ な い 


カー マ ィ ポン 
回 | 
て 人 の 神 Eg 
ーー 一 
ヤニ メ プ ic トゥ 
ンス 
や pwr 


夏 の 衣服 は 肌 の 露出 が 多い の で 、 手 足 を 伸び や か に 描く こと で 
キャ ラク ター の 可愛 らし さ を 表 現し ます 。 





腕 は 内 側 
に 絞り 込 
み ま す 。 






女子 学生 が 皆 、 お 金 が ある わけ で は 
な い の で 、 皆 オシ ャ レ と いう わけ で 
は あり ませ ん 。 

垢抜け な い 野 暮 っ た い フ ァ ッ ショ ン 
の ほう が 、 学 生 っ ぽ さ が 出る こと も 
あり ます 。 









布地 が 厚い の で 、 シ ワ は 
少な め に 。 脇の下 や 肘 を 
曲げ た 内 側 に 強い シワ が 


ダッ フル コー ト 


スカ ー ト 。 
布地 は 厚手 。 
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ふわ ふわ スリ ッ パ 
冬物 の 布地 は 厚手 な の で 、 体 の 


ライ ン よ り も 外側 に 服 の 厚み を 
感じ させ る よう に 描き まし ょ う 。 


折れ ジワ 
に ン 肩 の くびれ に シワ 


折れ ジワ 
肘 を 曲げ た 内 側 の シワ 。 
布地 の 厚み を 出し ます 。 








冬 の 私 服 は 布地 の 厚い も の を 多く 着込む の で 、 全 体 的 に モコ モコ し 
た 感じ に な り ま す 。 シ ワ を 少な め に し て 、 和 肉 厚 な シワ を 作る こと で 








布地 の 厚 さ を 表現 で きま す 。 


ジャ ン バ ー は 厚手 で 
モコ モコ し た 感じ に 。 





それ ほど オシ ャ レ じ ゃ な い 


垢抜け な い 野暮 っ た さ 
も 「 萌 え ポ イン ト 」 で す 。 
「 ち ょ い ダ サ 」 ぐら いで 
生活 感 の ある 普通 の 女 の 
子 の 感じ が 出る の で は な 
いか と 思い ます 。 












サロ ン エ プロ ン 
下半身 の み の 四 角 い 
エブロ ン で す 。 
記 「 サ ロン 」 と だ け 呼 ば 

凡 れる こと も あり ます 。 






サロ ン エ プロ ン 
背面 


ヒモ は 前 で 結び ます 。 






メッ と 


フリ ル つ き 
サロ ン エ プロ ン 


着物 と 割烹 着 を / 
| 合わ せ た よう な | 


か 


後ろ は リボ ン 状 に 
結ぶ 。 
ww 
= 。 





コン ビニ 店 員 









胸 ポ ケッ ト に は 
検品 チェ ッ ク 用 
の ボー ル ベ ン 。 


写真 入り の ネー ム 
プレ ー ト 









ズボン は 制服 の 場合 も あり ま 
す が 、 多 く は 私 服 、 ま た は ジー 
ンズ な ど で す 。 


商品 に つい て いる バー コー ド 部 
分 に 、 バー コー ドリ ー タ ダー を 押 
し つけ て 読み と り ま す 。 


POS シ ステ ム の レジ 


メイ RI 半 際 語 避 の ユニフォーム で す 。 コ スプ , 
レ の 定番 に も な っ て いま す 。 








「 ーー メイ ドカ チュ ー シ ャ 





ヒモ の 結び 目 は 大 き 
\ な リボ ン 状 に 。 


スカ ー ト の 内 側 に \ 

A 
ニー ジル ツ 少 
スカ ー ト 丈 が 短けれ ば 
オー バー ニー も ア リ oe 





- 信 、 
| 
性 ぶ ミミ 
リリ 
ミミ 
NN や 
、 
S スカ ー ト と ソック ス で 
スカ ー ト の 下 に 着用 し て スカ ー ト を 、 の 問 に 見 える 系 朋 部 )/、 | い 、 
ふっ くら と させ ます 。 | 分 を 「 和 絶対 領域 」 と ' 


いい ます 。 





メイ ドカ チュ ー シ ャ 、 装 着 


( * 
うう 


こ 、 


へ リーーーーー 
と 











フリ ル 状 
| 





he 


NY NV NNENNN NS 
\ \ 





レー ス で くい 込み 
が 隠れ ます 。 


スカ ー ト の 下 に パニ エ 。 
スカ ー ト を ふく ら ま せま す 。 


ソック ス に よる 肉 の くい 込み を 見 せ た 
く な い 場 合 は 、 ソ ックス の フチ に レー 
ス が つい て いる も の で 隠し ます 。 


シ ニ ョ ン 
キャ ッ プ 


チャ イナ ドレ ス チャ イナ ドレ ス は 体 の ライ ン に フィ ッ ト し て いま す 。 











シ ニ ョ ン (お だ ん ご へ アー) 
の 上 に か ぶせ ます 。 


\( 
Se 胸 に バッ ト が ある タイ プ の 『 






は 、 ブ ラジ ャ ー な し で 大 
丈夫 で す 。 





| 
NY 2 9 sa 
1 を ーー スリット か ら 下 着 が 見 えな いよ うに 、 ま ーー> | 


N 
た 、 下 着 の ライ ン が 服 に 浮き 上 が ら な い 
CY よう に 、T バ ッ ク を は きま す 。 


チャ イナ シュ ー ズ 
布地 の 柔らか い 靴 で す 。 





チャ イナ シュ ー ズ は 靴 底 が 及 


TR 


宰 の 幅 は 前 の 合わ せ の 
と ころ で 狭く な り ま す 。 





出 っ ぱ り を 輪 の 中 に 入れ 、 
引っ かけ ます 。 






強い 折れ ジワ 


9 洋 人 、 
(2 


/ 
4 の) チャ イナ ドレ ス だ と お 約束 の よう に 
Se、 出る カン フー アク ショ ン 。 








服 は サテ ン 、 ま た は 
エナ メル の 質感 で す 。 


幅広 の ベル ト 


展示 会 場 な ど で 商品 / 
案内 を する コン パニ が 
オン の 役目 も し ます 。 


街頭 で ディ ッシュ や 試供 品 な ど を 配 
り ま す 。 








クリ スマ ス 期 間 中 に サン タク ロー 
ス の コス プレ を し て 、 商 品 の 販売 





と レ 
ンジ 少 ッ 2 
クン ルン ノノ 
MHA NT LM 
[rh ング < の 
ノ ル グ td % 
RT A < 
\ 3 


(6 
6 
a 


冬 の 服装 な の で 、 布 地 が 厚い 
こと を 意識 し まし ょ う 。 シ ワ 
は 少な め に 、 和 柔らか い 曲 線 で 
布地 の 厚み を 表現 し ます 。 


を る グ クタ の 40 ペー ジ の その ① に 引き 続き 、 デ フォ ル メ キャ ラク ター 


の コス チュ ー ム を 描く コツ を 紹介 し ます 。 自 分 な り に い 


コス チュ ー /. ②) ろ い ろ 描 いて 、 好 み に 合っ た 描き 方 を 選び まし ょ う 。 


〇 お むしろ 描か な いと いう 選択 肢 も アリ 
例え ば 2 頭 身 の ギャ グ コ マ な ど で は 、 顔 を 目立た せる た め に わざ と 
体 と コス チュ ー ム を 省略 する 場合 も あり ます 。 





| くびれ も で き 
% る だ け 省 略 。 





98 
首 が ほとん ど な い の で 、 
服 も すっ ぱり な か っ た 
こと に 。 


③ 胴 長 の ミニ キャ ラ に する が 足 長 の ミニ キャ ラ に する か に よっ て コス チュ ー ム も 変わ る 
ミニ キャ ラ の 体 の 描き 方 に よっ て も 、 コ スチ ュー ム の 大 き さ や 形 は 変わ っ て きま す 。 





第 4 章 
虹 も コス チュ ー ム の 一 部 で す 
長 は 、 フ ァ ッ ショ ン や コー ディ ネー ト で る も る 大事 な 役割 を 果たし ます 。 こ の 章 で は 、 髪 の 描き 方 の 基本 


か ら 、 一 般 的 な 髪 の 質 感 、 萌 え 独自 の へ アス タイ ル な ど を 解説 し ます 。 ま た 、 風 の 方 向 に よる 髪 の な 
びき 方 や 広がり 方 な ど を 学ぶ こと に よっ て 、 上 萌え キャ ラク ター は 生き 生き と 輝く で し ょ う 。 





壮 理 の 握 き 方 


マネ キン の 頭 に カツ ラ を の せる よう な イメ ー ジ で す 。 
頭 の 形 が 下 に ある こと を 考え て 、 ボ リュ ー ム を 立体 的 に つけ ます 。 


輪郭 と 生え 際 を 提 え よう [萌え キャ ラク ター の 描き 方 顔 ・ か ら だ 編 』 より) 
髪型 を 描く と き は 、 ペ ー ス に な る 頭 が 「 丸 坊主 」 だ と 考え て くだ さい 。 





丸坊主 の ライ ン が 「 生 え 
際 」 を 示し ます 。 目安 に し ます 。 
100 立体 的 に バナナ の 房 で 捉え よう 


萌え キャ ラク ター の 最大 の 特徴 は 、 独 特 の 髪型 に あり ます 。 
萌え キャ ラク ター の 髪 は 線 で は な く 、「 房 ] で 描き ます 。 





「 頭 の 上 に バナ ナ が の っ て いる 」 イメ ー ジ で す 。 美 少 女 フィ ギュ ア の よう に 頭 と 髪 が 
房 の 根元 が 「 つ む じ 」 に 相当 し ます 。 別 パ バー ツ に な っ て いる イメ ー ジ で す 。 







「 房 ] は 三日月 の 形 に 描き ます 。 髪 に チェ ンジ ! S、 
/ N N ヾ SS 
そこ か ら ボ リュ ー ム を 加え た り 、 房 の 大 き さ | 
や 長 さ を 調節 し て 、 後 ろ に も 髪 を つけ て 完成 | 
で す 。 


ほとん ど あ り ま せん 。 ま た 、 髪 の 流れ も 均一 
に は な ら な い の で 、 房 に よっ て 描き わけ ま 


実際 は 均一 の 太 さ 、 大 き さ の 房 に な る こと は 完成 AA 
ブロ いん 
し ょ う 。 








6 ~ 8 ペー ジ で 解説 し た イラ スト の EE or 
髪型 に 注目 し て み ま し ょ う 。 ww 


前 髪 に ボリ ュー ム の ある 髪型 の 場合 
は 、 額 の 生え 際 に バナ ナ の 房 が くっ 
つい て いる イメ ー ジ で 描き ます 。 













長い 房 を つけ る 感 
じ で 描き まし ょ う 。 


罰 の 毛 い ろ い ろ 


スト レー ト (ロン ク ) es 
髪 は 「 線 」 で な く 、「 房 」 を 意識 し て 描き ます 。 
ボリ ュー ム 
















102 
切れ 込み が 生え 際 線 を 越え で は い 房 
け ま せん 。 
髪 の 分 け 目 
9 へ ゃ - 
5 分 け 目 に まわ り 先端 を と が ら せ ま す 。 
\ 込ん で 、 つ も む じ 
に 向かい ます 。 つむ じ の 根元 は 軽く 立ち 上 
N が り ま す 。 立 ち 上 が る こと 
ンー で 髪 の ボ リュ ー ム が 出 ます 。 
立ち 上 が っ た あと 、 
頭 の 丸み に 沿っ て 、 
引力 で 下がり ます 。 
MN 房 が 並ん で いる 
0 イメ ー ジ で す 。 
\ 
つむ じ か ら 房 が 出 て いる よう な 


イメ ー ジ で す 。 


つむ じ 





側面 か ら 背 面 に か け て 、 長 い ! 
房 に な り ま す 。 





スト レー ト の ロン グ 
へ アー は フェ ミニ ン 
頭 が 入っ て いる こと を 系 な ど が 似合い ます 。 
忘れ ず に 。 


背面 


エニ ジジ に 。 


i 
PR 4 【 か 4 ; 
[ Pi ) NM 8 
1 ンク 
| WM 2 クノ 
1 ク 
4 | AN ルン 
1 Vs ンク 
OW | グ ンク 
NN 1 1 / ン ン クジ) 
1 比 ト ジグ / ジン グル 
由 本 2 グ 
| 


房 に カゲ を つけ る 
と 立体 感 が 出 ます 。 


WO 


スト レー ト (ショ ー ト ) 訂 曜 有 ーー eo。 





ント が つき 、 Es な り ま す 。 


LU Ye LD 
a ra AZ 
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つむ じ か ら 噴水 の よう に 房 
が 下がり ます 。 





切れ 込み は 生え 
際 の 位置 に 。 


① 丸 坊主 を 描き ます 。 ② 右 を 大 ま か な 房 で 描き ます 。 ③ 大 ま か な 房 を 細か く 分 割 し て 大 
小 の 房 を 作り ます 。 








光 ショ ー ト は 活発 な 感じ が 出 ま す の で 、 軽 さ を 
生 eo 出す ショ ー ト パン ツ が 似合い ます 。 






カゲ (陰影 ) の つけ 方 





aw 


も と の 髪 の ア タリ の み ① 髪 の 陰 (カゲ ) を つけ る ⑧@ 顔 の 額 に 落ち る 髪 の 影 (カゲ ) を つけ る 
と ここ か ら ス ター ト 


つや の 形 
両端 を 太く 、 中 央 を 細く 。 







黒髪 の スト レー ト に 
本 リジン 台本 @ | っ 
や | を 入れ る と 綺麗 
に 見 えま す 。 


リン グ 状 の 「 つ や 」 






1h] ホワ イト で 、 細 
| | く ス ッ と 入れ た 






黒髪 の 美 し さ 
を 生か し て 和 
の 装い を 。 








LN 
6 ぱっ つん 髪 も 、 基 


内 本 は 「 房 ] で す 。 』 
房 を 途中 か ら ハ サ ーー 
ミ で 切っ た も の と 中 
考え て くだ さい 。 


巫女 装束 で ミス テリ アス な 感 
じ 。 


山 に な っ て いる 頂点 に 
「 つ や 」 が 入り ます 。 


猫 の よう に 細く 和 柔らかい 毛 質 で す 。 髪 に コシ が 
猫 つ 毛 な い の で 、 セ ッ ト し た 髪型 に な り に くい で す 。 















細い 房 の 集合 体 
の よう な 髪型 で 
す 。 ふ わっ と 軽 
い 感 じ を 意識 し 
て 、 ベ タッ と 重 
く な ら な いよ う 
に し まし ょ う 。 





ーー 


7 \ 
/ Ni 
MM レー N !0 
| | | \ 
} 】/ 


猫 っ 毛 の 場合 は 髪 の 柔 ら か さ を [| 
生か す よ うに 、 和 柔らか い 感じ の 
服装 で 。 





細い 房 を ゆる い ウ ェ ー ブ に する と 、 
ふわ っ と 軽い 感じ が 出 ま す 。 






















髪 の コ シ が 強い の で 、 毛 先 だ 。 

が ハネ 上 が り ま す 。 
髪 の ハネ 方 ン 
ハネ の 上 げ 下 げ を 交互 に i 


リズ ミカ ル に 作り ます 。 ング 
内 の 


EE 
下がる /〆 人 
グ ao 
> アタ リ 線 
髪 の 切れ 込み が アタ 
リ 線 の 内 側 に くい 込 
ん で は いけ ませ ん 。 









2 6 
Pia 
い の lt に 人 
ン ん 


= Ss 「 ハ ネ 」 は 髪 の 根 元 か らい き な り 上 を 向く の で は 
し 事 な く 、 垂 れ 下がっ た 房 の 先端 部 分 が カー ル し て 上 
に 向き ます 。 房 の 厚み を 意識 し まし ょ う 。 


ハネ 上 が っ た くせ っ 毛 が 活動 
的 な イメ ー ジ を 出し ます 。 

シャ ツ や ジャ ケッ ト 、 ス ニー 
ド カー で ラフ で 動き や すい 感じ 
細い 房 の 集合 価 を 出し ます 。 
真横 だ け で な く 下 が っ 
て いる 房 と 房 の 間 か ら 
ハネ の 房 が 出る と 、 髪 
型 が 立体 的 に 見 えま す 。 











ツン ツン 
胡 の 「 房 」 を 全体 的 に ハネ させ て 、 
ツン 2 ルン (クウ ます 


髪 が ツン ツン と 外 に 向かっ 
て ハネ て いる と 、 行 動 的 な 
イメ ー ジ が し ます 。 


SS ち 上 が り 、 噴水 の 


NR ンジ です 。 


と yr つむ じ か ら 房 が 持 
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と 


ング 
A 





ふわ ふわ 柔らか そう な 髪 質 


ロン グ ヘ へ ヘア は 一 番 ボ 
リュ ー ム が あり ます 。 





引力 に 逆 ら 
わな い 





髪 が 頭 に べったり つき 過 
き ぎ て 、 ふ ん わり 柔らか い 
感じ が 出 て いま せん 。 












つむ じ か ら 出る 細い 房 を ベー ス の 
髪型 の 上 に か ぶせ ます 。 


A 
類 の 下 あ た り で 髪 の // 
広がり が 一 番 大 きく 一 
な り ま す 。 AN も 





. グ 


ーー 
風 を は らむ 


髪 の 房 は 内 向き に 。 空 
気 の か た まり を 髪 で 包 
お イメ ー ジ で す 。 









根元 を 立た せ 
ん て か ら 至 < 頭 
に か ぶせ ます 。 






ふわ っ と 頭 に 


か ぶせ ます 。 服 も ふわ ふわ 柔らか そう な も の を 


選ぶ と 、 全 体 的 に シル エッ 2 、 
ら か く な り ま す 。 


髪 が 持ち 上 が っ た 感じ に 描く と 、 
ふん わり 感 が 出 ま す 。 


持ち 上 げ て 内 向き に 
下げ ます 。 





お 祭 の か た まり を は らん | 
で いる イメ ー ジ で 、 髪 が 
ふわ っ と 持ち 上 が り ま す 。 
2 
ーー 
下 か ら 風 が 上 が っ て くる イメ ー 「 及 





和 甘 の な び か せ 方 


風 は 後ろ か ら 前 に 流れ る の で 、 
髪 は 前 に な びき ます 。 





前 髪 が 持ち 上 が り 、 横 と 後ろ の 


風 の 勢 いで 髪 の 房 は 持ち 上 が り 後頭 部 は 風 の 勢 いで 、 頭 の 
髪 は 前 方 に 流れ ます 。 ます が 、 先 端 は 髪 自 体 の 重 さ で ライ ン に 沿っ て 髪 が べ っ た 
ロン グ 基 本 形 下がり ます 。 


りつ く 感 じ に な り ま す 。 
// \ 





風 が 後ろ か ら 吹 いて いる の で 、 髪 の 房 は 全部 体 の 前 に 出 ま す 。 髪 の 上 が り 下 が り を リズ ミカ ル に 。 


風 は 前 か ら 後 ろ に 流れ る の で 、 
髪 は 後ろ る に な びき ます 。 






ショ ー ト 基本 形 


サイ ド の 毛 も 後ろ 
に な びき ます 。 






に 風 の 流れ に 沿っ て 髪 が 
下 か ら の 風 の グー 持ち 上 が り 、 毛 先 が 重 g ジ ジイ 


= み で 下がり ます 。 


風 は 下 か ら 上 が っ て くる の で 、 \ 
髪 は 全体 的 に 持ち 上 が り ン バ ンス 


1 


ー!。 ! グ / 
2 し ふくらみ ます 。 


風 に 押さ れ て スカ ー ト が 
に ピッ タリ つき ます 。 










光 


/ 考 スカ ー ト の 中 に 風 が 入 
り 込み 、 風 を は らん で 
めく り 上 が り ま す 。 
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(2 2 A 


ea わせ て 、 
下 か ら 風 が ある よう に 表現 し ます 。 


x ェ ン グ 


寝そべっ た と き の 髪 の 広がり と 衣服 





棒 に 引っ か か っ た 布 や テー プ の よう に 、 体 に の っ て い 
る 服 や 髪 は 、 重 力 に よっ て 、 下 に 引っ ぱら れ ま す 。 


髪 は 重力 の 影響 で 
下 に 引っ ぱら れ ま 胸 は ブラ ジャ ー を し て い 
体 に 引っ か か っ て すっ > る の で 、 よ ほど 大 きく な 
落ち る 胡 い 限 り 、 重 力 に 引っ ぱら 
れ て 下がる こと は あり ま 


"| 


密着 















スカ ー ト が 腰 に 押し つぶ され て は み 出 し た - ノ 員 ン が 外れ た 裾 は 、  \ 床 に つい た 髪 は 、 床 の 平面 
部 分 は 、 床 の 平面 に ビッ タリ つき ます 。 重力 に 引っ ぱら れ て の 上 を 広がり ます 。 
下がり ます 。 
寝 そ べ る イメ ー ジ 


KK > 


正中 線 が 一 瑞 較 体 の 側面 が 床 に 接する と 、 ウ エス ト が 
ノン 中 が り 、 月 が よがり ます 


ES 


$ 『 ーー テーー へ 
正中 線 が S 字 ライ ン 正中 線 





O 






正中 線 が S 字 ライ ン を 描く か 
ら Cd 。 












































寝 そ べ る ポー ズ が 美しい の は 、 





床 に ピッ タリ 床 の バ パー ス の アタ リ を 描い て お く と 、 寝 そ べ っ つて いる 
ポー ズ が 描き や すく な り ま す 。 
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仰向け の どき の 髪 の 広 が り と 衣服 


真 上 か ら 垂直 に 見 下ろ し た 構図 が 寝 て いる 
ボ ポーズ を 描く の に 簡単 で す 。 
































髪 は つむ じ か ら 出 た 長い 
「 房 」 が 扇状 に 広がっ て 
いる イメ ーー ジン GO 


※ 


髪 の 広がり で 床 の 平面 を 
意識 させ ます 。 








床 の パ ー ス の アタ リ 
を 描く と 、 床 の 平面 
が と ら え や すく な り 
ます (ベッ ド の 場合 
は シー ツ の シワ を 入 
れる と “らし く 、 な 
_ り ま す )。 


i 


手 を 開く と 床 の 平 面 が 
意識 され ます 。 
116 = 





スカ ー ト は 床 に ベッ ーー 
タリ つき ます 。 








体 が 入っ て いる 部 分 だ け 
服 が 盛り 上 が り ま す 。 
足 の 間 に ス カー ト が 入り 込み ます 。 























床 に 影 を 落と す と 、 床 の 上 に | 
寝 て いる 感じ が 出 ます 。 


重力 髪 の 「 房 ] は 重力 で 下 に 重力 
引っ ぱら れ ま す 。 





重力 オー ル バ ッ ク 状 に 髪 が 重力 
下がる 場合 


斜め 上 か ら の 構図 





ーー 後頭 部 に 扇状 の 板 が は り 
ンー へ つい て いる イメ ー ジ で す 。 





< ^N オー ル バ ッ ク っ < 
SS ヽ 床 の 平面 に つき ます 。 ヽ 、 レン 
2 | 





明 え な ら で は の へ 


異様 に 長い ツイ ン 


デ ョ ッ ル 。 


NN 
MIN 
/ MY 

こ 
コ 












前 髪 持ち 上 が り NU 


ノ ロー ル は カ 
ン ン ン ナ くず の 
gy 。 よう に 薄く 。 





、 re NN PX へ ~ 
Ey 


に ノ 
| 
// く ほ ど 、 髪 の 幅 は 


WU » 
118 / ん 狭く な り ます 。 


髪 の 段 の 筋 を 
描き 込み ます 。 


/| 















と お だ ん ご の 位置 は 

ジ ツインテール を 結 

ぶ 位 置 と 同じ で す 。 

重 そ うな 特大 リボ ン 。~ ぁ 
で も 実際 は ふわ ふわ 
ビビ て ます 


目 を 覆う ほど の 長い 前 髪 。 
で も 目 は ば っ ちり 見 えて 


スー パー ロン グ ヘ へ ア 。 







肩 くら い の 位置 に SNA 
ポリ ュー ム を 持た 

せる と 、 く せっ 万 
の よう に 見 えま す 。 






髪 の 裾 が 一 番 広 が っ て いま す 。 
すご い ボ リュ ー ム ! 






た ーー 髪 が 段 の よう に 何 層 に も 
| 分 か れ て いま す 。 


この タイ プ と は 逆 に 、 
も み 上 げ が 一 番 長く 
な る 段差 ヘア も あり 
ます 。 


ダボ ダボ と 
ビ チ ビ チ を るる と 、 の 2 の 


描き わけ よう i ささ や きゃ し ゃ な 様子 、 女 の 子 ら し さ が 増 し て 可愛 く 見 せる こと が 


で きま す 。 代表 的 な も の が 男性 用 の Y シャ ツ を 着 て いる 女の子 で 
す 。 男 性 と の 体格 差 を 表し 、 袖 が あま っ て いる 様子 は 、 と て も 可愛 
らし いで すね 。 

一 方 で 、 ボ ディ ライ ン ぴ っ た り の コス チュ ー ム も 、 バ スト ライ ン や 
腰 の くびれ な ど 女 性 らし さ を 表す こと が で きま す 。 

どちら も コス チュ ー ム の 重要 な 萌え ポイ ント な の で 、 キ ャ ラク ター 
や コス チュ ー ム に よっ て 描き わけ る と いい で し ょ う 。 










男物 の Y シ ャ ツ 


第 5 章 


オリ ジ ナ ルキ ャ ラク ター を 作ろ う 





[変身 する キャ ラク ター は 、 そ の 前 ・ 後 の ギャ ッ プ に 萌え た り 、 ど こ か ミス テリ アス な 雰囲気 に 想 
像 を あふ くらま せる こと が で きま す 。 オ リ ジ ナ ルキ ャ ラク ター を 作っ て は みた も の の 、 ど こ か 物足りな 
いと き に は 、「 変 身 ] の 要素 を 取り 入れ て み ま し ょ う 。 あ っ と いう 間 に 面 白い キャ ラク ター に 生ま れ 
変わ り ま す 。 

この 章 で は 、 そ ん な 「 変 身 】 を テー マ に 5 パタ ー ン の キャ ラク ター を 紹介 し ます 。 変身 前 と 変身 後 を 
上 手 く 描き わけ て 、 素 敵 な キャ ラク ター を 作っ て み ま し ょ う 。 





| 変身 テー マ そ の ① 


ー 

ー 
95」 $ 
4 
a 


| 正義 の た め に 戦う 魔法 少女 !! 


有一 見 ご く 普 通 の 女子 中 学生 。 し か し その 実態 は 、 世 界 を 守る 


た め に 戦う 魔法 少女 ! 地球 征服 を た くら む 悪 の 組織 が 現れ 
る と 、 マ ジ カ ル コ スチ ュー ム に 身 を 包み 、 さ っ そう と 登場 ! 


ーー 魔法 の ステ ッ キ や マジ ッ ク ア イ テ ム を 使っ て 、 勇 猛 果 敢 に 立 
細 | ち 向 か う ! だ けど 、 普 段 は た だ の 恋する 乙女 。 今 日 も 大 好 


き な あ の 人 に 勇気 を 出し て 話し か け よ うと が ん ば っ て いま す 
eee | 

















After で は ファ ンタ ジー 色 を 強め に 、 派 字 な デ 
ザイ ン に し て 変身 前 と の 差 を つけ まし ょ う 。 髪 
型 も 大 きく 変え て 風 に な びく よう に する と 、 画 
面 に と て も 映え ます 。 色 を つけ る 場合 は 、 明 る 
め の 原 色 や パス テル カラ ー な ど 、 元 気 あ ふれ る 
カラ ー リ ング を チョ イス する と 、 よ り 雰 囲 気 が 
出る の で オス ス メ で す 。 















育 中 の リボ ン と フリ ル 。 


ティ アラ 、 ス テッ キ 
N は 魔法 少女 に 欠か せ 





| 変身 テー マ そ の ② 


』 お て ん ば プリ ン セ ス お し の び の 旅 ! 


請 ) 字 白 の ドレ ス が よく 似合う 、 お し と や か な お 姫 様 。 清 廉 で 、 
唐 | ま ば ゆ <、 王 女 と し て の 務め を 果たし て いた 少女 は 、 し か し 











} ー 0 

放 | 毎日 の 生活 に 物足りな さ を 覚え て いた 。 世 界 を この 目 で 見 て FC 
調 みた いと 決意 し た 王女 は 、 お 目 つ け 役 と 護衛 係 と と も に 、 こ ジウ Y 
思っ そり と 諸国 湿 遊 の 旅 に 出かけ る 。 姫 と いう 身分 が ば れ な い 


よう に 剣士 に 変装 し て 旅 を 続け る 王女 は 、 初 め て の 経験 ば か 
り で 、 今 まで で 一 番 生 き 生 き と 親 いて いる の で あっ た …… ! 





描き わけ の ポイ ント 同一 人 物 な の で 、 表 情 や 体型 は その まま に 
し 、 コ スチ ュー ム で 変化 を つけ ます 。 女 の 
子 ら し いか わい らし い 服 装 を ボー イッ シュ 
な 服装 に する だ け で 、 ず いぶ ん と イメ ー ジ 
が 変わ り ます 。 服 を デザ イン する と き に 赴 
出 度 も 変え て お く と 、 よ り 効 果 が 高まり ま 
す 。 ま た 変装 に カツ ラ や 帽子 は つき も の な 
NN の で 、 そ れ ら の アイ テム で きれ いな ロン グ 
NN 、 へ ヘア を 隠す と いい で し ょ う 。 

















懲 屈 な お 姫 様 か ら 、 剣 士 
に 変身 し た 開放 感 ・ 忠 動 
感 が ある 。 





普段 は お し と や か な お 姫 様 。 





| 変身 テー マ そ の ③ 


| 
S909090000000090000090000000900606006009606 000900600009906609090900090099906 6 
ー 


コス プレ 喫茶 の アイ ドル アル バイ ト ! 


』 クラ ス で は 地味 な 目立た な い 女 高生 。 真 面目 で ネ ク ラ で 
| 友達 も 少な い 。 特 に 男子 と は ロク に 品 も きけ な いよ うな 女 の 


有 有 | 子 が 、 実は コス プレ 喫茶 で バイ ト を し て いた ! さま ざま な 


有 | コス プレ 衣装 に 身 を 包む お と 、 あ っ と いう 間 に ア イド ル 店 員 の 
で き 上 が り ! その まばゆい スマ イル と エロ カワ お 格好 に 、 
肩 | ファ ンク ラブ も で きる ほど だ と お が 。 今日 は 何 の 衣 装 を 着 て み 
記 | よう か し ら ? 
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描き わけ の ポイ ント ・……… コス チュ ー ム を 変え る と 性 格 が 変わ る ! と いう 変身 を 
描く 場合 は 、、 コ スチ ュー ム も 大 事 で す が 、 何 より も 人 物 
の 表情 の 変化 を 意識 し まし ょ う 。 お と な し い 、 暗 い 感 
じ と 、 セ クシ ー で 、 強 気 な 性 格 。 ま た 、 仕 草 や ポー ズ も 、 
変身 前 と 後 で ぐっ と 差 を つけ る と 、 性 格 の 変化 を 表す こ 
と が で きま す 。 ーー ニー、 





お 酒 の 提供 は 定番 の 
バニ ミニー ボール 下 。 





ファ ンタ ジー 風 
衣装 で 女 剣士 に 。 














眼鏡 を 外し て 服 を 着替え れ 
ば 、 普 段 の 自分 を 忘れ て 何 
に で も 変身 で きま す ! 







NN Ct 2 12 生研 生 4 ゴネ 






』、 村 の 奥 の 森 に 住む 可憐 な 美 少 女 。 彼 女 は 村 一 番 の 美 し さ で 、 
放 村人 た ち を 癒し 、 花 を 売っ て 生活 し て いた 。 同 じ こ ろ 、 村 で 
« 奇妙 な 噂 が 立ち は じ め る 。「 森 に は 怖い 人 食い 狼 が 棲ん で い 
還 (その 姿 を 見 た も の は 、 二 度 と 森 か ら 戻 っ て これ な い 」 と 
| 言う ーー。 

譜 ] 出し い 美 少女 と 、 恐 ろ し い 獣 人 。 ふ た り は 同一 人 物 だ と 、 知 
‘ る 者 は この 世に は まだ いな い ……。 



















お 馬 きま _ 人 まき ‘ Ee 1 研 李 二 





イン ト … 人 間 と 獣 っ 娘 の 変身 モノ の 場合 は 、 変 身 後に 可愛 らし さ を 残し つ 
つ 、 少 し 怖い くら い に ア レン ジ さ せ て いき ます 。 耳 や し っ ぽ の 定 
番 ア イ テ ム は も ちろ ん 、 目 の 形 や 色 、 爪 や 歯 な ど 、 細 か い 部 分 で 
人 MMW 獣 ら し さ を と り 入 れる と 、 変 化 を 見 せる こと が で きま す 。 動き も 
人 人 間 に 比 べ て 素早 か っ た り 嘆 覚 が 利 い た り と 、 選 ん だ 獣 の イメ ー 
OO ジ を 盛り 込み まし ょ う 。 


描き わけ の ポ 


\ 


RI 生 zs 1 


半 」 





アク セ サ リ ー の 違い で イ 
メー ジ も 変わ る 。 鎖 な ど 
は 危険 な 感じ が する 。 

















同じ 顔 で も 、 細 か な パー ツ の 違い 
か ら ギ ャ ッ プ を 感じ る 。 


瞳孔 を 小さ くす る と 野生 動物 の よう な 
危険 性 を 感じ る 。 


生生 まま 生ま 二 生 本 生 ボ や 二 





_ 
ne で 


EL TE ES YE CO EN DN DO TE VE A ON DO 2 VT 7 A きも や うき や RL OR RC J に EE MN REI A DN A CE 


S| 


る. 状 。 革 に 8 衣 し ああ 


を 


| HL lL Of OP I | Rr ON 







し 2 02 st 0 Ak 挟 SE KK 押 記 柱 培 諾 屋 誠 」 に: 業 I 0 8 a 


変 映 テ ー マ そ の ⑤ 


放電 准 


2 a 3 Er 2 i 0 


ミラ クル ドリ ンク で セク シー 大 人 に 大 変身 ! 


主人 公 は 、 近 所 の お 兄さん の こと が 好き な 中 学 1 年 生 の 女 の 
。 だ けど お 兄さん の 好み は 年 上 の 女 の 人 と 知っ て 大 ショ ッ 
ク 。 自 分 じゃ いつ まで 経っ て も お 兄さん の 年 上 に は な れ な い 
の と 、 落 ち 込 みな が ら 普 段 は 通ら な い 道 を ト ボ ト ボ 歩い て 
いま だ 

そん な と き 、 古 び た 骨 医 品 屋 を 発見 。 中 に は 見 帳 れ な い 小 物 
や アン ティ ー ク な ど が た くさ ん 。 骨 医 品 屋 の 怪し げ な お 姉 さ 
ん に も ら っ た 「 薬 」 を 飲む と 、 あ ら 不 思 議 ! 大 人 の 姿 に 変 
身 で きる よう に な っ た の で す ! 











1 時間 だ け 大 人 の 姿 に な か れる と いう 
ミラ クル ! この 姿 な ら 意 中 の 彼 も 
メロ メロ に で きる か が も!? 








es まま まま まま まま まき ー まま まま まま まま ま ま まま ま 生 まま きま まま ま まま 和 ポ まき #* き 


お を 4 を ss る ss ss で 


描き わけ の ポイ ン ト … 了 と も 一 大 人 へ の 変身 な の で 、 こ の 場合 は 全身 変え る 必要 が あり 
ます 。 子ども の 場合 は 幼児 体型 、 大 人 の 場合 は セク シー 美女 、 と 用 
いう ふう に 極端 に 変化 を つけ まし ょ う 。 ま た 、 体 型 が 変わ る と い 
うこ と は 、 コ スチ ュー ム も 変わ り ま す 。 キ ッ ズ ブラ ンド か ら 串 出 議 
度 を 上 げた コス チュ ー ム や フェ ミニ ン な コス チュ ー ム な ど 、 変 身 員 
前 に 憧れ て いた コー ディ ネー ト で 描く と 、「 変 身 」 し た 様子 が 際 

立ち ます 。 た だ 、 体 型 が 変わ っ て も 同じ 人 物 な の で 、 髪 の 長 さ や 質 、 

顔 の 形 ( 目 や 眉 毛 の 形 な ど ) は 変え な いよ うに し まし ょ う 。 また 、 
思考 や 癖 な ど は 基本 的 に 変身 前 の まま な の で 、 そ れ で 本 人 だ と バ 計 
レ る …… と いう 展開 も 面白 いで し ょ う 。 


ま EC te «で 










年 相応 の 幼児 体型 


アン ーー、 
デー と 





デフ ォ ル | 
/ メ し て も ほぼ 押 
ぼん i 
き ゅ っ t 
ぼ ー ん 。 ー 
| 
身長 差 を 先 に : _ - 
決め て お く と 、 A 3 
描く と き に わ ~ 』 NN も 3 
か りや すく な 骨 華 品 屋 の | A 3 
り ま す 。 不思議 な NY : 
| お 姉さん 、 a 
\ 4 の し 
// いい 2 | 
{ 和 | と 
W ーー 
0 ME 1 証人 る 証 を 挟 し . 挟 . 挟 - 


WW 和幸 で a 和孝 は き 
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たつ と: 
変身 する キャ ラク ター を 作る コツ 


変身 = 
「 ギ ャ ッ プ 萌え 」 十 「 ミ ステ リア ス 」 


コス チュ ー ム を 変え る 。 
「 変 身 ] し た ら 、 ま ず は コス チュ ー ム を 変え まし ょ う 。 「 変 身 し た ! 」 と 一 目 で わか る よう な 異な る デザ イン に 
し まし ょ う 。 た だ 、 ま っ た ぐ く 関 連 も 雰囲気 や 違う も の で は な く 、 あ くま で 「 同 一 人 物 が 着る ] と いう こと を 前 
所 に 考え て 、 ど こ か に 共通 する も の (飾り だ っ た り 、 カ ラー リン グ だ っ た り 、 髪 型 だ っ た り ) を 残し て お く と 、 
「 変 身 」 し た リア リティ が 出せ ます 。 


外見 だ け で は な く 、 内 面 も 変わ る 。 し か し 根っこ は 変わ ら な い 。 

コス チュ ー ム を 変え た り 、 見 た 目 が 変わ る と 、 そ の 変化 は 少な か ら ず 内 面 に も 影響 を お よ ぼ し ます 。 例 えば お 
と な し い 性 格 が は き は き と 活 発 な 子 に な っ た り 、 美 し く 変身 し た こと で 自信 が つい た り 、 ま た 変装 の 場合 は し ゃ 
べり 方 や 、 仕 草 な ど も 変え る 必要 が あり ます (例え ば 男装 する 場合 は 、 歩 き 方 な ど は 男女 で 大 きく 違い が 出 ま 
す 。 男 性 は 肩 か ら 歩 く 、 女 性 は お 尻 で 歩く 、 な ど )。 し か し 、 根 本 的 に は 同じ 人 物 な の で 、 と っ さ の リア クシ ョ 
ン や 性 格 は 同じ で な けれ ば いけ ませ ん 。 


Et 『 CO 
“© © © で で で も で EE 


A へ 、 / 3 自在 の 化け 狐 。 
RA 人 間 に 変 身 し て 苑 の 村 に 現れ て は 、 


いた ずら を し か け て きま す 。 RE NE 
(いる ) NN の まつ げ を 増やし た り 、 
I ド 


肩 を な で 肩 に 。 胸 に は タ 
- オル な ど を つめ る か 、 
ノー、 胸元 が ゆる や か 
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本 \ | | 服 を 選び ます 。 
| し | 
き PR 


あっ さり 描き まし ょ う 。 胸 の ふく ら 
み は サ ラ シ な ど を 巻い て つぶ し ます 。 / 一 へ 
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周り か ら の 見 る 目 が 変わ る 。 

その 人 物 が 周り の 人 間 に 「 同 一 人 物 」 と 認識 され て いる か いな いか で も 違い ます が 、 同 一 人 物 だ と 思わ れ て い 
な い 場 合 は 特に 、 周 り の 本 人 に 対す る リア クシ ョ ン が 変わ っ て きま す 。 こ の リア クシ ョ ン に 変化 を つけ る こと 
で 、「 変 身 」 は 完成 する と 言っ て も いい で し ょ う 。 





る の 及 上 変身 する こと に よっ て どう 成長 し た か 。 

単純 に 変身 キャ ラ を 作っ て も 、 魅 力 的 な キャ ラク ター に は な り ま せん 。「 変 身 」 す る 人 物 は 、 い わ ば ひと り で 
ふた り の 人 間 を 生き て いる よう な も の で す の で 、 ひ と り の と き に は 理解 する こと の で き な い 体験 を する こと が 
で きま す 。 そ ぞ れ が 、 そ の キャ ラク ター に どう 影響 を 与え て いく の か 、 と いう こと まで 考え て キャ ラク ター を 設 
定 す る と 、 奥 深い キャ ラク ター を 作る こと が で きる で し ょ う 。 













二 重 人 格 キ ャ ラク ター は 
正反対 の タイ プ を 作り 出 
す と 面白 いで し ょ う 。 


悪魔 に こり つか れ た シス ター。 シ スタ ー 
と し て 人 々 の 話 を 聞き 、 そ の 不幸 オー ラ 
を 悪魔 が 仕事 の た め に 集め て いる 。 


怪人 99 面相 。 
真実 の 顔 を 知る 
人 は まだ いな い 。 







CE TE CC TT te 本 








萌え コス チュ ー ム が 際立つ ポー ズ を 探す ! 


第 6 章 


オリ シナ ルイ ラス ト を 描く 


最後 に 、 オ リ ジ ナ ルイ ラス ト を 描い て み ま し ょ う 。 髪型 や コス チュ ー ム を デザ イン し た り 、 コ スチ ュ 
ー ム が 映え る 萌え ポー ズ を 考え な が ら 、 実 際 に イラ スト を 完成 させ て みて くだ さい 。 こ こ で は 、 そ の 
助け に な る よう な カラ ー メ イキ ング を 2 パタ ー ン と 、「[ 創 作 コ スチ ュー ム 」 を テー マ に し た 萌え 絵師 


に よる カラ ー イ ラス ト を 紹介 し ます 。 コ スチ ュー ム を 描く と き の コ ツ や デザ イン の ポイ ント な ど 、 参 
考 に し て みて くだ さい 。 


ぺ 









下 描 き し た 絵 を スキ ャ ン し 
て 、 ベ ペン 入 れ し ま す 。 今 回 
は コミ ックス タ ジ オ ー ペ ン 


/ 
入れ 、Photoshop 一 色 塗 と で 
と の 
AN NS ベン 入れ を する と き 、 線 と 線 
0 レレ | が 重なる 部 分 に ベタ で 肉 づ け 
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「 萌 え キ ャ ラ 」 で 一 分 野 
を 画 し た 「 ロ ング ヘア 」 

» と 「 制 服 」 を テー マ に 
9 (6 か し て いま す 。 
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| 選択 範囲 っ 「 す べ て を 選択 」 を 選び 、 画 像 全体 を 選択 し ます 。 選 択 で きた 
| ら 編集 「 コ ピー」 を し ます 。 次 に チャ ン ネ ル で 新規 作成 アル ファ チャ 
ン ネ ル を 選び 、 編 集 「 ペ ー ス ト 」 を 選び 、 画 像 を 貼り つけ ます 。 








次 に 選択 範囲 一 「 選 択 範囲 を 読み 込む お] を 選び 、 反 転 に チェ ッ 
ク を 入れ て 、OK を し ます 。 

新規 レイ ヤー を 作成 し 、 編 集 一 「 塗 りつ ぶし 」 を 選び ます 。 使 
用 が 描画 色 に な っ て る と 思う の で 、 そ の まま OK を 押す と 、 レ 
イヤ ー 1 (新規 レイ ヤー) に 線画 部 分 の み が 抽 出さ れ ま す 。 
背景 レイ ヤー は 削除 し 、 新 し く 真 っ 白 な 背景 レイ ヤー を 作り 、 
線画 レイ ヤー と わけ て お きま す 。 

線画 レイ ヤー は 必ず レイ ヤー の 一 番 上 に 配置 し ます 。 





いい 


これ で 線画 抽出 は 完了 で す 。 


1 舞 


作業 環境 : Photoshop 





| RZ 
まず は 下塗り か ら で す .。 rr Fa 
肌 、 髪 、 ブ レザ ー な ど パ ー ツ ご と に レ し 請 斉 証 > ん 
イヤ ー を わけ て それ ぞ れ 選択 範囲 で \} NN 
2pixel ほど 選択 範囲 を 拡張 し て か ら 塗 ・ \ > 9 
りつ ぶし ます 。 ア ニ メ 塗 り の 長所 は 、 人 
色 が 鮮やか に 出る こと な の で 、 原 色 や 、 «ーー 
濃い 目 の 色 を 下地 に し て も いい と 思い 開 論 捕 
ます 。 今回 は 女の子 らし く 、 ワ イン レッ 
ド の 制服 に し まし た 。 





目の下 塗り レイ ヤー の 上 か ら ク リッ ピン グマ スク で 新 次 に 目 の ハ イラ イト で す 。 線画 レイ ヤー の 上 に 目 の 
規 レ イヤ ー を つく り 、 少 し 濃い 目 の 色 で グラ デ を か け 新規 レイ ヤー を 作り 、 線 ハイ ライ ト 用 の レイ ヤー 
る よう に 塗っ て いき ます 。 ペ ンタ ブ の 筆 圧 検知 を 最大 画 モ ー ド を リニア ライ ト を 作り 、 お 好み で ハイ ラ 
に 活用 し て お 好み の グラ デ で 目 を 塗っ て いき ます 。 に 変更 し ます 。 イト を 追加 し ます 。 


MEIMCIMLIML 


mw ウー で きる だ け 目力 を 強く する と イラ スト の 先 度 が ぐっ と 上 が り ま す 。 他 の バー ツ 
宝石 の よう な 輝き を 作る と と が で きま す 。 






| 


M 37 





| 


下塗り ピ イ ヤー の 上 に 新規 で レイ ヤー を 作り 、 カ ゲ を 塗っ て いき ます 。 


肌 の ほっ べ も ピン ク の ぼかし ブラ シ で 
描い て いき ます 。 ほ っ べ ぺ の 部 分 や 唇 の 
部 分 に ツヤ を 入れ る と 、 よ り ぶ に っ と 
| 感 と 立体 感 が 出 ます 。 








直線 に ハイ ライ ト を 入れ る 
の で は な く 少 し 孤 を 描く よ 
うに する と 頭 の 丸み が 表現 
で きま す 。 外側 が 一 番 光 が 
当たっ て いる の で ハイ ライ 
ト も 広く 、 徐 々 に 狭く し て 
いき ます 。 





線画 レイ ヤー を ロッ ク し た 
あと 、 ほ っ べ の 部 分 を ピン 
ク で 塗り ます 。 こ れ で 線画 
と ほっ ぺ が より な じみ ます 。 





カゲ に 厚み を 持た す た め に 二 重 に カゲ を つけ て 濃淡 を つけ ます 。 カ ゲ の 濃淡 を つけ る こと で より 立体 的 に な り ま す 。 
カカ = 7 グ レイ ヤー ニ ① 応 ② 


Bs | 


取 


ょ へい 
『 








アニ メ 塗 り の 場合 は 、 カ ゲ の 形 
を は っ きり と 塗る こと で 立体 感 
を 表し ます 。 二 段階 目 の カ ゲ 色 
は 、 か な り 濃 い 色 (暗め の 色 ) 
_ に し て も 、 そ の 分 基本 の 色 が 鮮 
時 や か に 引き 立ち ます 。 

「 また 、 グ レー の 乗算 で カゲ を 塗っ 
て も 不 自然 で は な い の で 、 カ ゲ 
色 選 びに 迷っ た ら グ レー 乗算 を 
オス ス メ し ます 。 

アニ メ 塗 り は 過度 に シワ を 塗る 
と 妙 に リア ル に な っ て し まう の 
で 服 の シワ は ざっ くり め に 塗る 
どい し いし よう 5 





色 塗 り ば 完成 な の で レイ ヤー を すべ て 結合 し て 1 
枚 に し ます 。 

新規 レイ ヤー を 作成 し 、 背 景 レ イヤ ー の 上 に 置き 
ます 。 ぼ ぽか し の 大 きい ブラ シ を 使っ て 、 キ ャ ラク 
ター の 肌 の 部 分 以外 を ピン ク で 塗り つぶ し ます 。 
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ピンク: 作り つぶ た レイ ヤー を スク リー シ に 
し 、 不 透明 度 を 15% く らい に し ます 。 

これ に より 肌 が 周り に な じ お よう に な り ま す 。 そ 
の 後 レ イヤ ー は 結合 し て お きま す 。 


















『 景 レイ ヤー を コピ ー し 、 が a っ 
新 規 に 上 を 作成 し & ! ? の ンー カセ KE): ! カ 2 ム 本 = 計 = ンー 一 剤 
モー ド を カラ ー に 変更 し ま / メー -=ー ーーー 
す 。 ク リッ ピン グマ スス クー ND: - [ala ) 
「 塗 りつ ぶし 」 を 選び 、 モ PD 
し 


ノ ク ロ で 塗り つぶ し ます 。 
下 の レ イヤ ー と 結合 する と 
モノ ク 回 の レイ ヤーC き 
上 が り ま す 。 





























イメ ー ジ っ 色調 補正 っ レベ ル 補 正 を 開き 、 図 の よう に 
200 1.0 240 に 設定 し ます 。 


| チャ ン ネ ルレ イヤ ー の 部 分 の どの 部 分 で も いい の で 、ctrl を 押し 
| な が ら 左 ク リッ ク す る と 図 の よう に 選択 され ます 。 


地 詩 叶 レイ ヤー を アク ティ ブ に し 、 そ の まま コピ ーー ペー スト する 
| と ぼかし レイ ヤー が で き 上 が り ま す 。 

| その レイ ヤー を 比較 ( 明 ) に し 、 ぼ か し (ガウ ス ) を 8.0pixcel 

に し ます 。 





この まま で は ぼかし が 強 す ぎる の 
で 、 不 透明 度 を 調整 し ます 。 








背景 を コピ ー し 、 比 較 ( 明 ) に 
し た あと 、 ぼ か し (ガウ ス ) を 
70pixcel ほ どか け ま す 。 その 後 、 
不透明 度 を 20% く らい まで 下げ 
ます 。 





最後 に レイ ヤー を 結合 し て 完成 で す ! 
これ で 背景 と キャ ラク ター が より な じ お よう に な り ま し た 。 最 近 の ア 
ニー メ で も よく 使わ れ て いる 手法 で 、 特 に アニ メ 塗 り に 効果 が あり ます 。 


・・・ の ラー の EE reser 


作業 環境 : Photoshop 








ト 前 提 な の で 、 ベ タ 
の 量 は 控え て いま 


ラフ は Photoshop で 描い て いま す 。 1 
す 。 ペ ベタ は バラ ンス 


修正 や 直線 を 引く の も 楽 な の で 、 ラ フ 


は デジ タル で 描く こと が 多い で す 。 を 重視 し て いま す 。 
面積 が 多い 背景 を 最初 に 塗っ て 、 全 体 の 色 味 を 決 


め ま す 。 

今回 は 、 青 系 の 色 で 統一 し て 塗り ます 。 

机 が 左 に 寄っ て いる 分 、 色 の 明暗 で バラ ンス を 整 
\ える 感じ に 塗り ます 。 





肌 は 、 全 体 の 青 系 に 合わ せる よう に 、 赤 紫 に 近 
い 色 を 使い ます 。 黄 系 の 肌色 を 使う と 、 青 色 と 
は 補色 (反対 色 ) 関係 に な る の で 浮い て し まい 
ます 。 大雑把 に カゲ を つけ つつ 色 を 置い て いき 
ます 。 そ の 後 は 、 絵 の 上 の 色 を スポ イト ツー ル 
で 拾い な が ら 混色 し て 色 を 作り ます 。 








徐々 に ブラ シ を 細く し て 、 細 か く 塗 つて いき ます 。 


05- 目 塗り 
1 2 計 、 


グラ デー ショ ン を 作る ど 肩 
よう に 塗り ます 。 
瞳孔 に 向かっ て 引き 込 
まれ る よう な 感じ に 塗 
り ま す 。 





NSJ / 
ダイ / 

目 を 球体 に 見 せる よう に 

明る め の 色 を 入れ ます 。 


瞳孔 の 周り に も 少し 入れ 
て 、 瞳 孔 を 際 立 て ます 。 


ee 
ハイ ライ ト を 入れ る 前 / 
に 、 目 の 色 と 似 た 青 系 4 アダ / 


の 明る い 色 を 塗り ます 。 





ハイ ライ ト に 白 を 下 に 
塗っ た 明る い 色 を わ ず 
か に 見 せる よう に 塗り 


5 / ます 。 


まつ 毛 の 線 に 色 を 入れ 
ます 。 目 の 色 と 同 系 統 
の 色 を 入れ ます 。 目 だ 
けが 浮き すぎ な いよ う 
に 、 ほ ん の 少し 色 が つ 
いて いる 程度 で 抑え て 
お きま す 。 





瞳 の 下 半 分 に 明る め の 色 を 椿 円 に 
入れ ます 。 

し レ PP クリー ジン 委 NN し 
て 、 不 透明 度 を 下げ て 調整 し ます 。 





06- 服 塗り 
1 


服 は まず お お ま か に カゲ を つけ ます 。 
明る い 下 地 色 の 上 に 、 や や 暗め の 色 一 色 だ け 使 いま す 。 
この 段階 で は どう カゲ を 入れ る か だ け を 重視 し ます 。 


2 


次 に も う 1 段階 暗め の 色 で カゲ を は っ きり させ て い 
きま す 。 

あま り 暗 い 色 を 入れ すぎ る と 全体 が 暗く 重く な っ て 
し まう の で 、 少 し グラ デー ショ ン を 出す 程度 に し ま 
す 。 


3 


ネクタイ と スカ ー ト に 模様 を 入れ ます 。 
チェ ッ ク 柄 な ど 入 れる だ け で 立体 感 が 現れ ます 。 
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07- 胡 塗 り 
1 


最初 は 髪 の 流れ は 意識 せ ず 、 髪 の 光沢 感 を 考え て グラ 
デー ショ ン 状 に 色 を 塗り ます 。 

色 を 最初 に 絵 の 上 に 置き 、 あ と は 絵 の 上 で 色 を 拾っ て 
混色 し ます 。 そ の 後 は 同じ よう に 色 を 拾い な が ら 、 髪 
の 流れ 方 を 意識 し な が ら 塗 り ま す 。 


2 


も っ と も 暗い 部 分 と 頭頂 部 の エン ジェ ルリ ング の 下 の 
部 分 に 暗め の 色 を ぼかし て 入れ ます 。 

明る い 部 分 を 強調 する た め な の で 、 入 れ す ぎ て 全体 が 
暗く な ら な いよ うに 、 不 透明 度 を 下げ て 調整 し ます 。 
同じ よう に 、 今 度 は も っ と も 明る い 部 分 に エア ブラ シ 
で 明る い 色 を 入れ ます 。 最 後に 顔 に か か る 前 髪 の 先端 
あたり に 、 肌 と 同じ 色 を 少し 塗っ て 顔 の パー ツ を は っ 
きり させ ます 。 





大 ま か に カゲ を つけ 、 凹 凸 を 出し 
て いき ます 。 銀 色 の 銃 で す が 、 単 
純 な 灰色 は 使い ませ ん 。 わ ず か に 
青色 の 入っ た 灰色 で す 。 


金属 感 を 出し て いき ます 。 ハイ ライ ト を 入れ ます 。 

金属 は 明暗 の 差 が 大 きい で す 。 ハ 暗い 色 の 隣 に 入れ る と 、 ハ イラ イ 
イラ イト と 対照 的 な 暗い 色 を 入れ トト が 際立ち ます 。 

る こと で 金属 感 が 増し ます 。 


クウ ウス の カゲ で の め 』 


プラ ウ 天 の カゲ で ぞ の @ 








今回 は 全体 の 色 を 青 系 に 統一 し た の で 、 髪 と 薬 
茨 の よう に 青 系 と 離れ た 色 が 浮い て し まっ て い 


ます 。 
最後 に 、 ほ ん の 少し 青 系 の 色 を 薄く 入れ て 、 全 


体 に な じ ま せ ます 。 


で 下 ね 梁 り て 質感 を アッ プ 


きき 補 ね る カゲ の 給 を ほか すこ と て で 、 より 立体 感 が 出 ま す 。 
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弾 効 風紀 委員 


浜田 遊歩 


ぷ 





ほぼ りす が ーー る 


前 田 理想 
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ナー スエ ンジ ェ ル 今昔 便数 師 ゴ ンド ルフ 
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am angel, not by Spoutimg 請 
a beautiful flower じい ヽ 
ne suffering of those Whe 
fight foi 





円 いい 魔法 さ が の あお い 





イチ リ 


け も みみ ば ーー か 一 
人 


ロロ ーーe 
le 
/ 
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は な と みつ ば ち 緑 
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sweets time 


し じみ 








大 和 和 撫子 





に も し 


解説 


P.145 < P.152 掲載 の カラ ー 
イラ スト を 作者 が ポイ ント を 
解説 し ます 。 





【 白 い 魔法 】 
さ が の あお い 








gi 


【 ぼ りす が 一 る 】 


前 田 理想 P.154 


【 け も みみ ば ー か 一 


a P.160 





[sweets time] 
し じみ 


【 赤 華 】 


紺野 葉 護 





【 ナ ー ス エン ジェ ル 今昔 
宣教 師 ゴ ンド ルフ P.156 








【 大 和 揮 子 】 
に も し 
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タイ トル : ぼり す が 一 る 
作家 名 : 前 田 理想 


キー ワー ド ・ 警官 、 手錠 






[制服 】 nr 


白 と 黒 に すれ ば と りあ 
え ず ポリ ス っ ぽい で す 。 
色気 を 出す た め に 体 の 
ライ ン を 強調 する デザ 

154 イン に し 、 可 愛 ら し さ ざさ 
を 演出 する た め に フリ 
ル を 加え まし た 。 


手錠 は 今回 3D (LightWave) を 使い まし た 。 金属 な どの 硬い も の は 歪ん 
で いて は 困る の で 、 3D は 便利 で す 。 手描き の 場合 は パー ス を と っ て 歪 ま 
な いよ うに 心がけ ます 。 

警棒 は 警棒 と いう より ムチ っ ぽく し て いま す 。 警棒 だ と 少し 怖い 感じ が あ 
り 過 ぎる の で 、 ム チ っ ぽく し まし た (ムチ も 怖い っ ちゃ 和 怖い で す が …… 96 


ネッ ト を 徒 旨 し て いた ら 、 ス テキ な 帽子 を 見 つけ まし た 。 あ 
まり に ステ キ な 帽子 だ っ た の で 、「 こ の 帽子 を メイ ン に イラ 


スト を 描こ う ! 」。 し か し 描き 進め る うち に 「 あ れ ? この 
帽子 …… 警 官 が 被っ て いる 帽子 に 似 て な い !? よし ! この 


イラ スト の キャ ラ は 警官 だ ! 」 と 、 テ ー マ は 決ま り ま し た 。 
構図 は 凝り すぎ ず 、 コ スチ ュー ム や キャ ラク ター 重視 で シン 
プル に 考え まし た (ブー ツ が 隠れ て し まっ た の は ミス で す が 





[帽子 】 


これ が メイ ン で し ょ う 
か 。 エ ンプ レム な ど を 
し っ か り 描 く こ と が と 
て も 重要 で す 。 エン プ 
レム を 別に 作っ て 、 後 
で 合わ せま す ( 別 で 作 
る の は 手間 で す が 、 結 
果 的 に は 楽 だ し 、 仕 上 
が り も いい の で 、 別 に 
作る の が 吉 ! )。 


・【 ギ ャ ング 】 


女の子 ひとり で は 寂し 
い の で 、 警 官 で 連想 す 
る キャ ラ と し て ギャ ン 
グ が 浮か ん だ の で 加え 
まみ だ る 

最初 、 ギ ャ ング は 捕 ま 
えら れ て 泣い て いる 絵 
で し た が 、 そ れ で は 絵 
が 悲し い の で 、 捕 まっ 
た ギャ ング は バハ ー ト 
を 逮捕 され た 、 と いう 
こと に 変え 、 画 面 に 
ハー ト を 足し まし た 。 


三 つ コ 画 一 覧 ] キャ ラク ター と アイ テム の デザ イン ラフ で す 。 
【 ラ フ 画 一 覧 】 この よう に 、 先 に ラフ で デザ イン を 決め て お く と 、 実 際 に 描 
き は じ め る と き に スム ー ズ に 進み ます 。 

コス チュ ー ム を デザ イン する うえ て で 意識 すべ き 要 素 と し て 、 キ ャ ラク ター の 表情 、 
は 大 切 で す 。 

コス チュ ー ム を “^ 着 て いる の か 、 そ れ と も “着せ られ て いる の か 、 と で は 、 キ ャ ラ 
の 表情 は 変わ っ て きま す 、「 こ の は 日 常 的 に こん な 格好 し て いる の か な ? それ 
と も コミ ケ の 帰り の コス プレ イヤ ー か な ? 」 と か 。 キ ャ ラ の 心情 を 意識 し て 表情 を 
描く と 、 絵 全体 の イメ ー ジ も 浮か び や す いと 思い ます 。 













小物 な ど を デザ イン する と き は 、 そ の も の を 
よく 観察 し 、 構 造 な ど を ちゃ ん と 理解 し て 描 
く こ と が 大 切 で す 。 

ちゃ ん と 観察 する と 、 自 分 が 思っ て いた ( 思 
い 込ん で いた ) の と 違う こと が 多く あり 、" 馬 
は 思っ た より 2 倍 は デカ イ 、 と か “うさ ぎの 
目 は 意外 と 飛び 出 て いる 、 な ど 、 新 発見 が 必 
ず あ り ま す 。 

ネッ ト 等 の 画像 を 参考 に する の も いい で す が 、 
実物 を 見 た ほう が より 理解 で きる と 思い ます 。 
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モチ ー フ が ある 場合 は 、 モ チー フ を 構 

成す る 要素 を 見 つけ 、 デ ザイ ン の 参考 

に する と いい と 思い ます 。 ネ ッ ト 等 で 
さ 探す の が 手軽 で 早い で し ょ うか ね 。 





創作 コス チュ ー ム と いう お 題 を いた だ き 、 前 記 に ある よう に 警視 の アイ デア が 浮か ん だ の で 、 ポ 
リス ガー ル に 決定 し まし た 。 ま すず す 「 警 官 ] で 思い 浮か ぶ の が 、 警 棒 ・ 手 錠 ・ チ ェ イ ン ギ ャ ング そ 
し て 国家 権力 の 4 つ で す 。 し か し 国家 権力 は 、 一 枚 絵 の 中 で 表現 する の 難し い の で キャ ン セ ル し 
まし た 。 キ ャ ラク ター を 作る 場合 (警官 な り ナ ー ス 、 メ イド etc…)、 ア イ テ ム は 重要 で すね 。 制 
服 が まっ た く 違 っ て も アイ テム ひと つ で キャ ラク ター に な る こと が で きる と 思う の で 、 共 通 認識 
と な る アイ テム を “どう 加え る か どう 使う か 、 が 悩み どこ ろ で し た 。 

見 た 方 の ハー ト を 逮捕 で きた らい いな ぁ っ て 思い ます 。 ハ ー ト キャ ッ チ 1! 
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タイ トル : ナー スエ ンジ ェ 
作家 名 : 宣教 師 ゴ ンド ルフ 


キー ワー ド : ナー ス 服 、 天使 










【 ナ ー ス 服 】……… 


萌え 系 コス チュ ー ム と 
いい ば され で で しょう 
メイ ド さ ん も いい で す 
が 、 ナ ー ス も いい で す 
よ ! リア ル 癒 し 系 で 
す ! 昔 風 の 丈 長 ド レ 
ス 型 と 今風 の すっ きり 
し だ 5 シン 、 ど づち 
も こう 、 ぐ っ と くる も 
の が あり ます 。 


ナー ス と いえ ば 「 白 衣 
の 天使 」] と いう こと 
で 、 羽 は は ず せ な い 要 
素 で し ょ う 。 大 きく 包 
み 込 む よ う な 羽 も 良い 
で す が 、 今 回 は か わい 
らし さ を 強 調 す る た め 、 
ちょ こん と 小さ め に し 
て み ま し た 。 


{コス チュ ー ム 朝 え 」 と いう お 題 で し た の で 、 萌 え コ スチ ュー 
ム 御 三家 の ひと つ 、 ナ ー ス 服 を 描か せ て いた だ きま し た 。 
(残り の ふた つ は 言う まで も あり ませ ん が 、 女 教師 と セー ラー 
服 で す !(・w・) !) 
ファ ンタ ジー 要素 を 加え つつ 、 今 風 す っ きり デザ イン と 昔 風 
ドレ ス ち っ く デ ザイ ン の も の を 描い て み ま し た 。 
いま や メイ ド さ ん に すっ か り 近 され 気味 で す が 、 ま だ まだ 朝 
え コ スチ ュー ム の 王座 を 占め る に ふさ わし い ナ ー ス さん の 良 
さ (つまり は 「 着 護 さ れ て ええ え ぇ え ぇ ぇ ! ! !] 的 な そう いう 
も の ) を 感じ と っ て いた だ ける と 幸い で す 。 


ル 今昔 


【 白 い 服 】 

白 は シン プル な 色 で す 
が 、 清 帝 だ っ た り 明 る 
く 華 や か だ っ た り 、 い 
ろ ん な 雰囲気 を 持ち 合 
お p せ て い 球 あ 。 か と いい 
て うる さ 過 ぎ ず 、 主 張 
し 過ぎ な い 雰 囲 気 が 魅 
力 的 で す 。 今 で は 白 と 
いう の は 少な く な り ま 
し た が 、 白 ナー ス 服 の 
すばらし さ は 後世 まで 
残し て 伝え る べき 世界 
的 文化 遺産 で す 山 


ai, 
白衣 と と も に 廃止 され つつ ある アイ テム で す が 、 ナ ー 
ス さ ん を 象徴 する 重要 アイ テム で す 。 

昔 は キノ コ 型 の 帽子 だ っ た の で す が 、 そ れ も ま た か わ 






【 ネ クタ イ 】 


ナー ス 服 と 関係 な いで す が 、 女 の の ネ 
クタ イ は と っ て も 可愛 いと 思い ます 。 


タイ トル : 白い 魔法 
作家 名 : さ が の あお い 


ds .[ う さき 耳 ) 


雪 を 降ら せる 鐘 で す 。 
赤い 液体 が マイ ナス 気 
温 の 外気 に 触れ る と 雪 
に な る と か 、 な ら な い 


服 だ け で は な く 、 ち ょ っ 
と 硬め の パー ツ に も 透 
明 な 部 分 を 入れ て み ま 
じじ だ: 


と か …… ( 笑 ) イラ 
スト が 黄 緑 と 水色 が メ 
イン な の で 、 差 し 色 
に し た 目 と 蝶 ネ クタ イ 
の 赤 だ け で は 弱い と 思 
い 、 液 体 も 赤 に し まし 
た 。 同様 に 、 太 も も の 
ホル ダー 内 に も 少し 赤 
を 入れ まし た 。 






時 [コスチューム )】 


透明 で SF っ ぽく …… ! 
色 の 変化 を 楽し ゆる う 
え 、 体 の ライ ン が 隠れ 
な い 素 敵 な 素材 ! こ 
うい う の は 「 絵 ] なら 
で は で 、 楽 し いで すね 。 
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[ 蝶 ネ クタ イ 】 


バニ ー ガ ー ル と いえ 


ば ヨリ や を ご も 
透明 パー ツ ! 


学 王 受 ば 中 ちよ つう 半 有 SE" で SI ナゼ で ク 科 癌 8 誠信 
な の か と 申し 上 げ ま す と …… き っ ちり し た メカ を 描く の が 
> 講 苦手 な …… ご に ょ よ ご に よ …… ( 汗 ) 

動物 の コス プレ に し た く て 、 編集 さん に アイ デア を いた だ き 
な が ら ラ フ を いろ いろ 描い て 、 ネ コー 子犬 ウサ ギ に た どり 
着き まし た 。 ウ サギ か ら 連 想 す る 「 雪 、 赤 の 目 、 バ ニー ガー 
ル 」 と 、 好 き な も の を 全部 詰め 込ん で し まい まし た ( 笑 ) 
構図 は も う 少 し 正面 向き で 顔 が 大 きく 入る も の も 考え た の で 
事 が 、 コ 区 チュ ー ム が メイ ン だ 思 り 靖 箇 し て 、 ち ょ っ ど 列 寺 
気味 に し まし た 。 





【 髪 の 毛 】 
最初 は 、 目 の 色合い と も 合わ せ て ピン 
ク で 塗っ て いま し た が 、 途 中 か ら 思 い 
切っ て 白 に し まし た 。 白い 髪の毛 を 描 
く の は 初め て で ドキ ドキ 。 


【 銃 の コー ド 】 


伸縮 自在 で ご ざる 。 つ いで に ホル ダー 
も 伸縮 自在 で ご ざる 。 本 編 イ ラス ト の 
は 明らか に ちっ さ …… ( 汗 ) 


【 小 ウサ ギ 】 
魔女 っ 子 の お 供 を イメ ー ジ し て 描き ま 
し た が 、 空 気 す ぎました ……。 
(5) 


足元 に も ウサ ギ み み ! 


【 好 き ポ イン ト 】 
コス チュ ー ム で 一 番 好 
き な の は 、 し っ ぽ が 出 
で いる と こる | 









た くさ ん 重ね て 

こう な り ま す ! 

【 好 き ポ イン ト 】 らら の ひらの の の の ら の ひら の ら @⑥ ら の らら の の ひひ の の ひひ の @ ら の の ら の の の の ゅ ひひ の ひら @ ら の @ ら の ひらの の の 

保険 で 1 色 ず つ 別 レイ ヤー に し て いま す 。 動 作 が 重く な る の で 「 も う 色 は い 

じ ら な い …… ! 」 と 、 諦 め が つ いた ら パ ー ツ ご と に 統合 を し ます 。 背 景 は 途 

中 か ら 入れ て 、 人 物 と 色 の バラ ンス を 調整 し な が ら 仕上 げに 入り ます 。 キ ャ 

ラ が メイ ン の イラ スト の 場合 は 、 最 初 か ら 背 景 も 描い て いく と 、 色 味 が そ ち 

ら に つら れ て 悩み 過ぎ て し まい 、 時 間 が か か っ て し まう の で 、 あ る 程度 キャ 
ラ が で き 上 が っ て か ら 描 く よ う に し て いま す 。 


透明 の 部 分 を 塗る の が 本 当 に 楽し か っ た で す ! ビニ ー ル っ ぽい 質感 を 感じ て いた だ けた ら 嬉 し 
いな …… と 思い ます 。 肌 を 塗る の も 大 好き な の で 、 ベ ビー ピン ク が 際立つ 色合い に で きた の も 楽 
し か っ た で す ! 

キャ ラク ター を イチ か ら 作 る の は 大 変 で す が 、「 ウ サギ 」 を キー ワー ド に いろ いろ な パー ツ を 作っ 
た り 、 シ ー ン を 思い 描い た り し な が ら さ ら に 掘り 下げ て 、 こ の 子 は どん な 表情 や 仕草 を する の か 
な …… と 、 ド キ ド キ し な が ら 少 し すず つ 組 み 上 げ て きた も の が 、 イ ラス ト と し て 完成 する の は と て 
も 嬉し いで すね ! 
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タイ トル : け も みみ ば ー か 一 


作家 名 : イチ リ 


【 歯 】……‥・・ 清 議 
ka 


了 征 の イメ ー ジ と 合わ せ 
て 、 う さ 耳 の 娘 は うさ 
ぎっ ぽく 前 歯 を 。 獲 耳 
の 娘 は 猫 っ ぽく 八重 歯 
を 足し まし た 。 




















『 


咽 ぬいぐるみ 】 
で スペ ー ス が あま っ た の 
』 で 、 キ ャ ラ と 同 い 動物 
| 4 の ぬい ぐる み を プラ ス 。 
\ 者 / ーー 空白 が で きた ら イ ラス 
| ; ト の イメ ー ジ に 合う 小 
(a で に コ MA 還 生 に デニ 物 を 入れ る と 可愛 いで 

> と ア ) a 


す 。 


ミミ バー カー】 

[ネコ ミミ 8 お 出かけ 着 な 感じ で 

パー カー】… 量 びっ た り め パー カー。 

部 屋 着 な 感じ で だ ぼ だ 下 に は くも の で だ いぶ 

ほぼ パー カー。 印象 変わ る の が 楽し い 
お 部 屋 な の で 無防備 に ee. 

胸 や ら パ ン ツ や ら が 見 女の子 らし く フ リル ス 

カー ト に し て み ま し た 。 


えて も 気 に し な い ! 


動物 や 、 そ れ を 愛でる 女の子 は 可愛 いで す よ ね ……。 と いう こ ご こ 
と で 獣 耳 & ぬ いい ぐるみ が テー マ で す 。 

あと は いろ ん な お 場面 に 合う の で 、 バ リエ ーション が 多く て 大 好 
き な パ ー カ ー を 。 

構図 は 、 寝 転がっ て ひと つの ぬい ぐる み を 、 ぎ ゅ っ と 抱か せ て 
仲良 し 感 を 出し て み ま し た 。 


の 【 獣 耳 パ バー カー] 
・ 手 が 半分 隠れ る くら い 、 だ ぼっ と し て る の が 好き で す 。 
・ 大 きめ な の で シワ な ども だ ぼっ と 大 きく 。 


バリ エー ショ ン も いろ いろ 。 







・ 女 の ずら し く て 華やか な の で 、 萌 え イ ラス ト を 描く と き は 必需 品 で すね ! 


・ フ リル の 描き 方 
| 、 / NN 
a 隊 MAP 
\ 
① う ね う ね と 適当 に 線 を ② う ね ら せ た と ころ に 直線 を ③ ラ ンダ ム に シワ を 
引い て いき ます 。 引い て いき ます 。 描い て いき ます 。 


今回 は 萌え コス チュ ー ム と いう こと で 、 け も みみ パー カー を 描い て み ま し た 。 

頭 か ら に よき っ と 生え て いる け も みみ も 大 好き で す が 、 フ ー ド を か ぶせ る か か ぶせ な いか で と り 
外し 可能 な の が た ま ら な いで す ! 

その 点 で は カチ ュー シャ な ご ども 描い て みた か つた で す 。 

キャ ラ ぶ ふたり 入 れ た い 、 ぱ ん つ 描 きた い 、 と 欲 ば っ て いた ら 、 キ ャ ラ が 小さ く な っ て し まっ た の 
が 心残り で す が 、 最終 的 に か わい くま と め ら れ た ん じゃ な いか な 、 ど と お 気に入り の 1 枚 が で きま 
し た 。 見 て いた だ いた 方 に も 気に入っ て いた だ けた ら 幸 いで す ! 


タイ トル : は な と みつ ば ち 
作家 名 : 緑茶 









【 御 騰 と 洋 職 ]… の を 2 人 W 
キャ ラク ター の 髪型 や 6 
服装 、 仕 草 、 小 物 で 違 
い を 見 せる 。 





【 花 】 エナ ナメ メ エエ エル て 
鮮やか な 花 を 散り ば め 
て 、 可 愛 ら し さ と 優雅 


® 
さ を 表 現 。 


・【 オ ー バ ー ニ ー 


162 
ソック ス 】 
蜜蜂 を 連想 させ る し ま 
し ま 柄 。 
【 ド レス 】 a 
大 き な リ ボン を 大 胆 に 


着け た り 、 下 に 広がる 議 較 . 誠 計 
スカ ー ト で 画面 も 華 や a 放 


か に 。 ーー 


コス チュ ー ム を 考え る に あたり 、 ま すず テー マ を 決め まし た 。 
今回 は 和 & 洋 に し よう と 思い まし た の で 、 そ の 衣装 を 着せ る 
た め に は 、 ど の よう な キャ ラ に し よう か と いう と ころ か ら 始 
め ま し た 。 思 いつ き で いい と 思い ます の で 、 と りあ え ず 自分 
の 好き な も の を いろ いろ 書き 出し て みる と いい と 思い ます 。 
( 花 ・ お 菓子 ・ フ リラ リ な ど な ど ……) 

考え た 結果 、 花 と 蜜蜂 が 思い つき まし た の で 、 そ こ か ら 今 回 
の 絆 が で き 上 が り ま し た 。 蜜蜂 は 、 花 粉 で 団子 を 作る の で す 
が 、 和 風 に 対す る 花 は ドレ ス を 着せ 、 思 いっ 切り ぶ ふわ ふわ 洋 
風 な 感じ に し まし た 。 

キャ ラ も 、 蜜 蜂 が ば っ つん で スレ ンダ ー で 活動 的 な 感じ な の 
で 、 花 は すべ て 対照 の デザ イン に し て あり ます 。 












へ い が いい 
T 
1 
9 
/ 


ヽ 










ンー グー MI \ / ーー ング っ ペ 
着物 を モチ ー フ に し て いま す が 、 ミ ニス カー ト や オー デン タク ス を 着用 させ <4 
萌え 的 な 要素 を と ころ どこ ろ に 入れ て み ま し た 。 < A ET 










髪型 は 、 和 風 と 、 ツ イン テ は 触角 を イメ ー ジ じ で あり ます 。 / 
太 居 に する な ど 、 さ り げ な い 特 徴 を 入れ て みる と 面白 いと 思 


! 










イチ か ら す べ て 自分 で 衣装 を 考え る の は 、 な か な が 難し いな と 思う 場合 は 、 今 回 の よう に 、 も と 
も と ある コス チュ ー ム (メイ ド 服 ・ 学 生 服 ・ 着 物 な かど ) の アレ ンジ や 変形 か ら 始 め て みる と いい 
と 思い ます 。 フ ァ ッ ショ ン の カタ ログ や 民族 衣装 の 本 な ん か も 、 参 考 に な る と 思い ます よ 。 








タイ トル : sweets time 
作家 名 : し じみ 


キー ワー ド : リポ ン 、 フ リル 、 エ プロ ン 、 ヘ ッ ド ドレ ス 


・ …【 へ ヘッ ドド レス 】 

| 普通 に リボ ン を 巻く よ 

| り 、 テ ー マ に 沿っ た 小 

物 を 絡め て 描く と アレ 
ンジ し や すい で す 。 

今回 は ケー キ に 使っ て 

る フル ー ツ を くっ つけ 







【 エ プロ ンド レス 】・: i 
ふた り と も 同じ デザ イ 
ン で 描き まし た 。 
デザ イン は 同じ で も 配 
色 を 変え る だ け で 違っ 
た 印象 に な り ま す 。 
それ に 人 色 違い な だ け な 
の で 見 た 目 の 統一 感 も ! 
出 て 、 画 面 が まとめ や し 才 
すく な り ま す 。 【 ネ クタ イ 】 
| 、 デー、 も る 、 で = ン 靖 誠 。” "リボン で も 可愛 いん で 
164 【 ケ ー キ @ OXKYJ の 0 ー 。 ! \® パ ~ ず = - / す が 、 今回 は ネクタイ 
| / 生生 。 人 。 を チョ イス 。 
お 菓子 】 お 菓子 を 作る ! とい 
食べ 物 を 一 生 懸 命 食べ うこ と も 考え て 甘く な 


て る 女の子 、 可 愛 い で り 過 ぎ な いよ うに し ま 
! た 。 
ケー キ ・ お 菓子 . フ ルー 
ツ な ど は それ ぞ れ で イ 
メー ジ が ガラ っ と 変わ 
る の で 、 特 徴 を つか ん 
で 丁寧 に 描き ます 。 


小物 を た くさ ん 描い て 画面 を 華やか に し た か っ た の と 、 女 の 
子 特有 の 可愛 さ 一 みた いな の を 表現 し て みよ うと 思い 、 お 菓 
子作り を し て いる 女の子 を 描き まし た 。 

本 格 的 な パティシエ の 服 と いう より は 、 ア レン ジ し や すい エ 
プロ ンド レス を 選び まし た 。 

構図 は ふた り で クリ ー ム の 味見 中 …… み た いな 感じ で す 。 


ググ 
ググ A は じ め に コス チュ ー ム だ け 考 えて みる の も 楽し いで す 。 
J そこ か ら ど ん な 絵 に し よう か 、 こ こ を 見 せ た い ! な 
/ 用 ど ア イデ ア や 構図 が 浮か ん だ り し ます 。 
装飾 品 や 靴 な ど で 印 象 が 結構 変わ り ます 。 







女の子 と いえ ば 髪 飾り ! 
何 も な いよ り リ ボン や 花 を 
ちょ っ と 着け る だ け で 、 ず 
いぶ ん 可愛 く な り ま す 。 
バリ エー ショ ン も 多い の で 
好み に 合わ せ て 選べ ます 。 


【 服 の 柄 】 


無地 の 服 に する より も 柄 を 入れ る と 個 
性 が 出 て 、 キ ャ ラク ター が 立っ て きま 
す 。 無難 な チェ ッ ク や スト ライ ブ プ だ け 
で も 充分 可愛 いで す 。 





Eh RN 更生 開 和 
i tf まま 
Wh Eh OD 月 朋 |」 
WN 1 生生 
i i i 


創作 崩 え コス チュ ー ム で と お 話 が あり 、 大 好き な フリ ル い っ ぱい の 服 に し て み ま し た 。 

お 菓子 作り と いう こと も あっ た の で 、 あ まり フリ ル ま みれ は まず いか も …… と 思っ て いた の で す 
が 、 仕 上 が る と 結構 な 量 を 描い て まし た ね ……。 ボ リュ ー ム の 出る 服 は 描い て いて 楽し いで す ! 
ぶ ふわ ぶ わ の 女の子 可愛 い ! 

絵 を 描く と き に 、 自 分 の 好き な も の や 萌え られ る も の を 詰め 込ん で 描く と 、 最後 まで 楽し く 描け る 
の で 、 い つも 絶対 に 何 か ひ と つ は 自分 の 好き な も の を と り 入 れ て 絵 を 描く よう に し て いま す 。 全 
体 的 に 可愛 く 仕 上 が っ た か な …… と 思う の で 、 気に入っ て いた だ ける と 嬉し いで す 。 


タイ トル : 赤 


作家 名 : 紺野 賢 護 


キー デ ワ ー ド "95 フル シン タッ ー 


措 


ペク リー)】 


お 花 の アク セ サ リ ー、 
宝石 の アク セ サ リ ー、 
【 髪 の 毛 】………… 】 レー スリ ボン 、…… 描 
継 巻き ロー ル へ ヘア は 少 0 て の は 
し 面倒 に 感じ ちる と き が て 
が わか っ て な い 証 拠 で 


あり ます が 、 ス トレ ー 
トロ ング で は も の 足 
りな い 画 面 時 に その 
真価 を 遺 尼 な く 発揮 し 


す 。 女 の は 綺麗 な も 
の 、 可 愛 い も の が 大 好 
き な ん で す ! 意味 も 


5 な く 可 愛 い こま っ こま 
ー 長井 で 

Ge 本 し た も の 、 つ け て みた 

0 こら た く な る 生き 物 な ん で 


さん の 縦 巻き ロー ル を す ! 女の子 に は ぜひ 









風 に 遊ば せる 絵 に する は 
と 、 と て も 華 や い だ 画 人 
なじ 
面 に o J に < 0 に 
[小物 … バ 1 
手 に 何 か 小物 を 持た せ 一 バー ニー 
166 る の も いい 方 法 で す 。 ブー ッ 】 
性 格 、 職 業 な どの 設定 
を 演出 する こと も で き シン メト リー じゃ な け 
ます し 、 物 語 性 の ある れ ば いけ な いわ け じ ゃ 
イラ スト に する こと も な い 。 寝ぼけ た お 父 さ 
で きま す 。 小さ いも の ん が 靴下 を 左右 で 別々 
な が ら 、 少 し こだわ っ の は いた っ て オシ ャ レ 
た デザ イン に する と 、 半生 朱 朱 朱 示 示 泊 0 語 語 か は 難し いと ころ 


で す が 、。 あ え で アン シ 
ン メ トリ ー な デザ イン 
も きっ と オシ ャ レ 。 


ぐっ と 目 を 引く も の に 
な り ま す 。 


コン セプト は 「 フ ァ ン タ ジ ー」 と いう こと で 、 普段 日 常 生活 
で 目 に する よう な デザ イン と は 違う 、 ち ょ っ と 不思議 な 、 で 
も ちょ っ と 可愛 らし い 感 じ の 服装 を 考え て み ま し た 。 構図 も 
デザ イン 性 を 前 面 に 出し た シン プル な も の に し まし た 。 
ファ ンタ ジー な 服装 は ある 意味 な ん で も アリ な の で 、 思 いつ 
いた も の を 好き な よう に 組み 込ん だ り で きる 楽し い 設 定 で す 。 
自分 の オリ ジ ナ リティ ー を し っ か り 出 せる 部 分 な の で 、 が っ 
ちり 描い て いき た いで す 。 


2 ニニ ミ 
【 頭 の ワン ポイ ント 】  / ) 
頭 部 に アク セ サ リ ー な ど ワ I © 
ン ポ イン ト が ある と 、 顔 だ N 
け の シー ン で も 華やか さ が 
演出 で きる の で 、 い い ア 
テム に な り ま す 。 












へ ~ tH へ い 
【 胸 の 下 に リボ ン や レー ス 】 
可愛 い 感 じ し が し ます 。 で も や り 方 に よっ て は 
胞 の 大 き さ を 強調 し て し まう 危険 アイ テム で 
すね (人 ) 





【 お 花 ・ レ ー ス リボ ン ・ . 節 
時 間 が な いと き に 絵描き を 苦し め る アイ テム 
で す 。 で も これ が ある か な いか で キャ ラ の 印 
象 が また 変わ っ て くる の で 、 な る べく 描い て 
あげ た いも の で す 。 


aan 











sl | 
どう せな ら 丸 と か 四角 と か 三角 | Ky 
で も いい の で 、 模 様 っ ぽく 装飾 | 
が 入る と 、 な いよ り ず っ と 可愛 ト - 
く な り ま す 。 フ ァ ン タ ジ ー っ ぽ トー 
さも 演出 で きま す 。 同じ 模様 な ーー| 
ど を 他 の 部 位 に も 入れ る こと で 、 一 / 【 肩 出 し 「 
服装 全体 の 統一 感 を 出す こと も | | 」 スト イッ ク な 服装 が 好き な わり に 、 肩 を 出さ 
る きま 大 WS | せ て し まう 私 で す が 、 特 に 服装 の 色 が 寒色 系 
(3 科 の 場合 、 過 度 に 画面 が 暗く な る の を 抑え て く 


LV / れる 役割 を 果たし ます 。 


て 今回 これ を デザ イン する 上 で 
使っ た 脳 内 の ワー ド : 

回 (| 世 S 下 口 づ 届 5 回 宇 回 
の 補 」「 蛇 っ ぱく ぐる ぐる う ね う 
ね 」 「 バ ルー ン 」 「 葉 っ ぱ 」 な ど 。 
デザ イン を 考え る の が 得意 で な い 方 に お すす め な の は 、 い ろ ん な 物 を よく 観察 する と いう こと 。 ウィンド ウシ ョ ッ ピ 
ング で アク セ サ リ ー を 眺め た り (恥ず か し いで す が ) 、 マ ンション の 机 と か が 結構 謀っ た デザ イン だ っ た りす る の で 、 
そこ か ら ア イデ ア を 出し た りす る こと が で きま す 。 


デザ イン と いう の は ちょ っ と ば か し オー バー で 、 ち ょ っ と ば か し 風変わり な ほう が 良い の だ と 思 
いま す 。 最初 は : な ん か いい な 、 素 敵 だ な 、 っ て 思う 人 の デザ イン を 参考 に し つつ 、 そ の 内 先 人 
た ちと 違う 、 自 分 な ら で は の デザ イン が で き て くる の で は な いで し ょ ろう か (私 も まだ まだ で す が ) 。 
今回 は 赤 系 統 の 色合い で 描か せ て いた だ きま し た が 、 色 で デザ イン 性 を 強調 する の も ひと つの 手段 
で す 。 肩肘 は ら ず に 楽し いな ー と 思い な が ら 描 く の が 、 や は り 一 番 の 上 達 法 な まん で し ょ よう ね ……。 
見 聞 を 広め て いろ いろ な も の を と り 込 ん で 、 楽 し い お 絵 描き を これ か ら も し て いき た いで す ! 
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タイ トル : 大 和 撫 子 


作家 名 : に も し 

























【 小 物 バー ドド 
キャ ラク ター に 見 合っ と 
た 小物 を 追加 する 今回 
の 場合 は 、 左 の 女の子 
は 軍人 さん な イメ ー ジ 
で 鉱 と 帽子 を 、 右 の 女 
の 子 は お 嬢 様 の イメ ー 
ジ で 、 蝶 の 飾り や リボ ど 
ン と 華やか さ の 出る 小 電 7 4 
物 を 描き まし た 。 

ちょ っ と し た 小物 に も 、 』 
気 を 配 れ る と いい か も 





識 【 ミ リタ リー】… 史 
軍服 は 男女 どちら が 着 
て も か っ こい いで す 。 請 還 二 
萌え コス チュ ー ム と い 語 
うこ と で レー ス と フリ 略 
ル を プラ ス し て 、 女 の 
らし さ を 出し て み ま 記 議 。 


コス チュ ー ム を 考え て いる と き に 、 和 と 洋 ど ちら も 捨て が た 
いと 思い 、 和 和洋 折 表 に し まし た 。 

着物 も フリ ル も 大 好き な の で 、 ど ちら か を 捨て る こと は で き 
ませ ん で し た 。 

構図 は 春 を サブ テー マ に 、 軍 人 さん と お 嬢 様 で タイ ブ の 違う 
女の子 ふた り を 描い て み ま し た 。 


ら っ た 着物 を 。 
着物 に 桜 や バラ な どの 
花 を 手描き で 地道 に 描 
いて いき ます 。 

地味 な 作業 で す が 、 描 
き 込ん だ 絵 の は ほう が 見 
応え が ある か も し れ ま 
せん ね 。 


Pa に W oe 
| a 7 ) KX 。…【 和 服 】 
し れ ま せん ね 。 」 う > っ - だ 和服 な の で 花 柄 を あし 





3 Mh 直 拉 還 明 【 ク ロッ キー】 
ン 人 私 は パソ コン で 作業 を する 前 に 、 
クロ ッ キ ー 帳 に 服装 や 構図 な ど 
の イメ ー ジ ラフ を 描き ます 。 
これ だ と 全体 が 把握 し や すい で 
す 。 ス キャ ン し た 後 、 デ ジタル 
で 修正 する こと も し ば し ば 。 
今回 の イラ スト も ラフ と 完成 し 
た イラ スト で は 少し 服 の デザ イ 
ン が 違っ た り し ます 。 













【 レ ー ス je 
簡単 な レー ス の 描き 方 
① 半 円 を 描い て いき ます 。 


ペー ペン As 


② 半 円 の 中 に も う ひ と つの 半 円 を 描き 込み ます 。 


RENN 


a EA 





守 由 の 中 心 作 か ら 外 倒 に 向け て 欠 長 に し た 円 を 描い て いき ます 。 
か な り 大 雑 把 で す が 、 小 さく 描き 込ん で いく と レー ス ら し く 見 えま す 。 
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NR 











萌え コス チュ ー ム が 際立つ ポー ズ を 探す ! 


・ 
を 

】 
[1 
や 


N IMw EH i I | ET 


NN N まま # 和 本 本 本 コ 本 2 C2 生生 征 本 


re も で 


] 、 スチ ュー ム 用 語 解 説 


ああ 生生 生 二 生 本 本 生 開 


毛 氷 の バ パンツ 
冬 の あっ た か アイ テム 。 ス カー ト の と き に は 特に お 
役立ち 。 


ゴス ロリ 服 

ゴス ロリ と は 、 ゴ シッ ク & ロ リー タ の 略 。 ロ リー タ 
服 が 白 や ピン ク な ど を 基調 と し て いる の に 対し て 、 
白 と 黒 (た ま に 赤 ) も し く は 黒 一 色 で コー ディ ネー 
ト さ れる こと が 多い 。 黒 ロリ 服 と も 呼ば れる 。 


ジャ ン バ パース カー ト 

袖 の な い ワ ン ピ ー ス 状 の スカ ー ト 。 カ ッ ト ソ ー や 
シャ ツ の 上 に 着る 。 重 ね 着 フ ァ ッ ショ ン に 向い て い 
る 。 


ター トル ネッ ク 
宰 口 が 筒 状 で 、 首 を 覆っ て いる トッ プス 。 折 り 返 し 
て 着る こと が 多い 。 


タイ ツ 

パン ティ スト ッ キ ング を も っ と 厚く 荒く し た も の 。 
靴下 の 代わ り に は く こ と が 多い 。 特 に スカ ー ト を は 
きた い が 、 足 が 寒く な る 秋 か ら 冬 に か け て は 大 活躍 
する 。 


チュ ー ブ ト ッ プ 

キャ ミソ ゾー ル に 似 て いる が 、 肩 に か ける ヒモ が な い 。 
その 代わ り に 胸 の 上 に ゴム が つい て いる も の が 多い 。 
胸 が 小さ い 人 は ずり 落ち て し まう 可能 性 が ある の で 、 
注意 が 必要 。 


ドロ ワー ズ 

下着 の 一 種 で 、 か ぼ ち ゃ パン ツ の よう な 形 を し て い 
る 。 柔らか め の 素 材 で 、 パ ジャ マ と し て 着 た り 、 ロ 
リー タ 服 の 場合 に も は く と き が ある 。 


寺下 
スカ ー ト の 中 に は いて 、 ス カー ト を ふく ら ま せる た 


め の も の 。 ロ リー タ 服 や メイ ド 服 を 着る と き に 着用 
され る こと が 多い 。 


EE CE で 


ー LLS 3 きも や きま N = ま 


ババ シャ ツ 

冬 の あっ た か アイ テム その 2。 服 が ベー ジュ 色 と い 
う の が 「 バ バ 」 シャ ツ の 由来 だ が 、 今 は 色 や デザ イ 
ン も いろ いろ な 種類 が ある 。 


rr— 

毛皮 の こと 。 冬 の 洋服 全般 、 特 に コー ト や ワン ピー 
ス な ど に つい て いる 。 手触り が よく 、 温 か い 。 柔 ら 
か い の で 、 特 に 首 ま わり に つい て いる こと が 多い 。 


V ネ ッ ク 

様 が V 字 型 に な つっ て いる トッ プス の こと 。 同 じ よ う 
に 、U 字 型 に な っ て いる も の を U り ネック 、 丸 型 を ラ 
ウン ド ネ ッ ク 、 四 角 型 を スク ウェ ア ネ ッ ク と 言う 。 


ペチ コー ト 
スカ ー ト の 中 に は く イ ン ナ ー。 つ る つる し た 生地 で 、 
スカ ー ト が 透け な いよ うに 薄手 の スカ ー ト を は く と 
き に 着用 する 。 


ベビ 一 ドニ ル 

下着 の 一 種 で 、 ア ンダ ー バ スト か ら 裾 が 広がっ て い 
る デザ イン の も の を いう 。 お へ そ が 見 える くら いか 
ら お 尻 の 下 く らい まで 、 長 さ は いろ いろ 。 生 地 は 前 
け て いた り 、 つ る つる し て いた り 、 セ クシ ー 度 満点 。 


ホル ター ネッ ク 
キャ ミソ ー ル の 肩 に か ける ヒモ が 、 首 の 後ろ で リボ 
ン を 結ん で 吊る す よ うに な っ て いる タイ プ 。 


レギ ンス 

スパ ッ ツ を 言い 替え た も の 。 カ ジュ アル な ファ ッ 
ショ ン の と き に 着る こと が 多い 。 先 が 穴 の よう に 
な っ て いて 、 そ と に 足 を 通し て か か と を 引っ つか ける 
よう に な っ て いる も の を トレ ンカ と いう 。 


ロリ ー タ 服 

近代 ヨー ロッ パ の ドレ ス を モチ ー フ に し た よう な 、 
た くさ ん の フリ ル や リボ ン 、 レ ー ス を あし ら っ た 洋 
服 。 ヘ ッ ド ドレ ス や 手袋 、 厚底 ブー ツ な ど と セッ ト 
で 着用 する 。 白 ロリ 服 と も 。 


ワン ピー ス 

上 衣 と スカ ー ト が つなが っ た 洋服 。 女 の 子 の 代表 的 
ファ ッ シ ョ ン 。 当然 萌え キャ ラ に も よく 似合う 。 「 ワ 
ン ビ 」 と 略し て 呼ぶ こと が 多い 。 生 地 や デザ イン は 
さま ざま だ が 、 年 中 好ま れ て 着 ら れ て いる 。 


eeeet ee ee ee ee は t 


ELE Le ee 


槍 本 護 本 本 4 全 人 夫 - | 境 人 PP で. を 


II 新作 原 症 


N Wi す 還 0 WW を 外 窟 知 着 に 人. に まま すま 
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曲 】 ト Q7 (http://toinana.sakurane.jp/) 


ツイ ン テ ー ル や ワン ピー ス 、 言 葉 び ひと つ で 表現 で き て も 表現 
は 未知 数 で す 。 

か わい いい 女の子 を 描く に は か わい いも の を 知る こと も 大 切な 
の で 、 常 に アン テ ナ を は っ て 自分 に と っ て の 萌え る キー パー 
ツ を 探求 し まし ょ 一 ! 











せん きょう し R 
宣教 師 ゴ ンド ルフ 
赤い ガラ ス の 宮殿 


(http:/ / www.geocities.j p/redglass_palace/) 



















ま 込 、 だ り 。 そう 
前 田 理想 
リ ソ ウ キョ ウ 


(http://maedarisou.blog136.fc2.com/) 


| た は る コウ スケ 
| Kartina Lab 
(http:// wace.blog50.fc2.com/ ) 













Molamola* 
ss (http:/ / stellarsky.odaikansama.com/ ) 











WW Sijimin 
(http://sijimin.com/ 


) 






まっ きら 


http://massala2.web.fc2.com/ 


この 度 は 萌え イラ スト の 描き 
方 に つい て お 手伝い させ て い 
た だ き あ り が と う ご ざ いま し 


た 。 自分 自身 も 描い て いて 新 

| X し い 発 見 を し た り と 、 と て も 

A に re 

キル は 描い て 磨い て いく の は 重要 だ な と 改め て 思 

いま し た 。 も っ と か わい い 朝 え 絵 が 描け る よう に 
努力 し た いで す ! 一 緒 に が ん ば り ま し ょ う ! 











うに ぐる 
http://unitya.nobodyjp/ 
さ が の あお い 


AQUA-BRAND 


http://a-sagano.ouchi.to/ 










23.4C 


http://234.ojaru.jp/ 







Xk 
て ん じん 


大 神 う め ま る 


http://purichike.sakura.ne.jp/ 


天神 うめ まる と 申し ます 。 
萌え 絵 は 1 日 に し て 成ら ず だ 
思い ます の で 、 毎 日 た くさ 
ん 描い て 素敵 な 萌え 絵 を いっ 
ぱい 作り 出し まし ょ う …… | 


え の 勉 強 も シワ の 勉強 も で き 
楽し か っ た で す ! ! 








は ま だ ゆう ほぼ 
浜田 遊歩 | 
FOSSIL ANTIQUE.com | 
http://fossil-antique.com/ \ 













は じ め ま し て 、 浜 田 遊 歩 で す 。 議 62 

絵 が 上 手 く な る 近道 は 地道 だ 伯 較 
思い ます ! 

み 

‘LH 


こ は ら ちら; 


ィ 木 






時 


Panoramica | 
http://koham.sakura.ne.jp/ 
ファ ッ シ ョ ン に 関す る も の や 
そう で な いも の も た くさ ん 見 
て デザ イン に 取り 入れ て みた ! 
りす る と 楽し いと 思い ます 。 
楽し く お 絵 描き し まし ょ う ! 










で が らし 人 茶園 


http://blog.livedoor.jp/midoritya/ 


さか も と 


坂本 みね ぢ 


/ 
http//wwwinteraorjp/japan/hosystem/ 『 』 


着物 の 着 つ け を 描か せ て も ら 
いま し た 。 坂 本 みね ぢ と 申し 上 
ます 。 着 物 を 着る の は 大 変 で 陽 
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すね 。 描く と き は 丁寧 に 色 っ 
ぽ ぼく 描き た いと 思い まし た 。 


楽し く 描 か せ て いた だ きま し 
に っ! 


W 匠 キャップ っ て 彰 え ます ね っ 。 


きゃ し ゃ な 子 が 大 きめ の 服 を 
着る さい いう シチー ヨコ 2 
が 大 好き で す ! 
ご ざい まし た ! 





174 


の の の ⑨G の つの ⑨ @⑥ 0 OO DMO SO ⑨ @ @ @ 


OSS ⑨ @ 


る 


の の の の の OO OO OO SO 0 の 9 の 6 69 の 9 の の 9 の 9 CS BS BS 9 の 9 ST ⑥ CO O DO @ @ @ ES 


あと が き 


「 彰 え を キャ ラク ター の 描き 方 コス チュ ー ム 編 』、 い か が だ っ た で し ょ うか ? 


女性 の コス チュ ー ム を 描く こと は な か な か 難し いで す 。 種類 も 多く 、 装 飾 も 多く 、 
形 は と れ て も 服 の 軽 さ や 柔らか さ の 質感 を うま く 表 現 で き な い な ど 、 悩 み の タ ネ は 尽 
きま せん 。 さら に 動き の ある ポー ズ を 描く と き に 、 シ ワ の つき 方 が わか ら ず 、 シ ワ を 
入れ た こと で ポー ズ の 勢い を 止め て し まっ た …… な ん て こと も あっ た と 思い ます 。 


前 に 私 は 、「 萌 え キ ャ ラク ター は 、 人 物 は デフ ォ ル メ 、 コ スチ ュー ム は リア ル 」 と 
いう こと を 言い まし た 。「 コ スチ ュー ム は リア ル 」 と 言っ た の は 、 写 実 的 に 描く と い 
うこ と で は あり ませ ん 。 こ こ で いう リア ル と は 「 コ スチ ュー ム は 中 に 入っ て いる 体 の 
動き に 影響 され る 」 「 力 が 加わ る 方 向 に シワ が 入る 」 [引力 や 風 の 影 響 を 受け る 」 な ど 、 
現実 の 物理 法則 に の っ と っ た 動き を する と いう こと で す 。 例え ば ヒラ ヒラ の ワン ピー 
ス を 着 て いる 人 が 風 を 体 に 受け て いる 場合 、 髪 が な び い て いる の に 服 が な び か な いと 、 
パッ と 見 た と き に な ん だ か ヘン な 感じ が し ませ ん か ? 人 間 の 脳 は 「 服 は 物理 法則 の 
影響 を 受け る も の | と し て 認識 し て いる の で 、 ヘ ン だ と 感じ て し まう の で す 。 逆 に フ 
ァ ン タ ジ ー 物 で は 、 空 か ら フ ワリ と 舞い 降り て スカ ー ト が ゆっ くり ヒラ ヒラ と 波打つ 
よう な 、 重 力 を 無視 し た よう な 描写 が あり ます が 、 こ れ は この 世界 特有 の 魔法 や ら 反 
重力 的 な 影響 を 受け て スカ ー ト が 波打つ の で あり 、 こ の 世界 特有 の 物理 法則 に は ちゃ 
ん と の っ と っ て いる の で す 。 


コス チュ ー ム に で きる デフ ォ ル メ は 、「 装 飾 を ハデ に する 」 ぐら いで は な いで し ょ 
うか 。 例え ば 、 あ り 得 な い 大 き さ の フリ ル を 身 に 着け る と か 。 し か し それ で も フリ ル 
の 根元 に ギャ ザー (絞り ジワ ) が な けれ ば いけ ませ ん し 、 大 きす ぎる フリ ル は それ 自 
身 の 重 さき で 垂れ 下がら な いと 、 見 て いる こっ ち が 落 ち 着 か な い 気 分 に な り ま す 。 

萌え キャ ラク ター は 、 ど ん な に 物理 法則 を 無視 し た 髪形 で あっ て も 見 る ほう は 受け 
入れ て し まい ます が 、 コ スチ ュー ム が 物理 法則 を 無視 し て いる と 、 見 る ほう は な か な 
か 受け 入れ づら い の で す 。 

これ が コス チュ ー ム の 「 リ アル | で す 。 逆 に この 「 リ アル | を ちゃ ん と 押さ えて お 
け ば 、 ど ん な 服 で も 自分 で 自由 に デザ イン で き 、 そ れ を 自分 の 萌え キャ ラク ター に 着 
せる こと が で きる の で す 。 


本 書 で は さま ざま な コス チュ ー ム の 描き 方 を 用 意 し まし た 。 こ れ が 上 萌え キャ ラク タ 
ー の コス チュ ー ム を 描く うえ で 参考 と し て お 役に立て られ れ ば 、 著 者 と し て 幸い で す 。 


伊原 達矢 
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の 着物 は 江戸 時 代 中 期 頃 か ら 現在 の よう に 丈 が 長く な り 、 =/ 


幅 の 広い 帯 と 大 きめ の 袖 が 完成 され て きた の だ そう で す ペ マク デュ 、 
前 や 横 で 結ん で いた 帯 は 動き や すい よう に 後ろ に な り 、 腰 ダ ペー。 







の 位置 で た くし 上 げ る お は し ょ り の 原形 や 身 八 つ ロリ ( 朋 
すき 間 ) が 徐々 に 工夫 され て きた よう で す 。 舞 怒 ざ ん ヵ 


の 両側 部 分 の 複 を と っ て 歩く 姿 、 福 を 引く 姿 は 優雅 で 

い の で 、 洋 服 の 要素 と 組み 合わ せ て も 面白 い 衣装 が で き ぞ で | 

う で す 。 花 嫁さん の 白 無垢 に レー ス や ブー ケ を つけ る 例 も | 

psOc、 DC を で た リア の で コニー ク な < } 

っ て みて は どう で し ょ う 。 | IN 「 
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